
宋
元
時
代
の
東
嶽
廟

－
1
地
域
社
会
の
中
核
的
信
仰
と
し
て
一

水

越

口矢

【
要
約
】
　
宋
代
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
祠
廟
信
仰
が
形
成
さ
れ
、
地
域
社
会
の
政
治
的
・
経
済
的
な
中
核
的
施
設
を
担
っ
た
。
限
定
的
な
地
域
信
佛
か
ら
発
展

し
た
全
国
的
信
仰
が
登
場
す
る
な
か
、
東
嶽
廟
は
早
く
も
苗
代
に
は
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
。
元
来
東
道
神
は
国
家
祭
祀
で
あ
る
五
師
四
手
の
筆
頭

で
あ
り
、
冥
界
の
支
配
者
と
し
て
諸
神
を
統
括
す
る
性
格
を
付
与
さ
れ
た
特
殊
な
信
仰
で
あ
り
、
そ
の
点
で
国
家
の
権
威
を
代
表
す
る
信
仰
で
あ
っ
た
。

そ
の
東
嶽
潮
が
民
間
に
勧
請
さ
れ
、
そ
の
祭
祀
も
大
い
に
発
展
し
た
こ
と
か
ら
琶
え
ば
、
宋
代
以
降
の
神
々
の
秩
序
形
成
が
下
か
ら
の
上
昇
の
文
脈
で
論

じ
ら
れ
る
な
か
で
は
異
例
の
も
の
で
あ
る
。
国
宝
以
降
州
県
城
に
城
陛
廟
を
置
く
の
が
通
例
と
な
る
と
同
時
期
に
、
江
南
の
市
鎮
に
有
力
な
東
嶽
廟
が
出

現
し
た
の
は
、
経
済
中
心
地
系
統
の
市
鎮
に
お
け
る
東
菊
廟
が
行
致
中
心
地
系
統
の
州
県
に
お
け
る
城
陛
廟
に
匹
敵
す
る
求
心
力
を
持
つ
神
と
し
て
期
待

さ
れ
、
勧
請
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
（
～
）
信
仰
圏
の
拡
大
、
（
二
）
神
の
擬
人
化
と
祭
礼
の
民
間
化
、
（
三
）
地
域
社
会
の
祭
祀
組
織

の
点
を
中
心
に
宋
音
時
代
の
中
核
的
信
仰
と
し
て
の
東
嶽
廟
を
考
察
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
穴
巻
五
号
　
二
〇
〇
三
年
九
月

宋元時代の東嶽廟（水越）

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
国
の
地
域
社
会
に
お
け
る
祠
廟
の
社
会
的
役
翻
は
従
来
大
い
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
宋
代
以
降
、
現
代
に
続
く
祠
廟
信
仰
の
多
く
が
登
場

k
神
・
の
世
界
の
秩
序
が
作
り
出
さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
た
。
芳
で
地
域
社
会
の
政
治
的
経
済
的
な
中
核
的
施
設
で
あ
・
た
こ
と
は
中
国
脚

社
会
史
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
要
素
を
提
供
す
る
。
澗
廟
信
仰
が
大
き
く
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
宋
代
の
全
体
的
な
状
況
は
す
で
に
多
く
　
7
3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
研
究
が
あ
り
贅
琶
を
要
し
な
い
が
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
た
信
仰
は
概
ね
地
域
限
定
的
な
小
信
仰
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の
事
例
の
集
積
に
よ
っ
て

一
定
の
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
き
た
。
宋
代
の
祠
廟
の
特
徴
と
し
て
各
地
を
代
表
す
る
信
仰
が
並
び
立
つ
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
限
定
的
な
信

仰
圏
は
商
業
圏
と
商
人
の
移
動
に
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
地
方
官
に
例
え
ら
れ
る
城
陛
神
を
中
心
に
地
域
社
会
の
信
仰
が
捉

　
　
　
②

え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
後
代
全
国
的
な
信
仰
と
な
る
諸
信
仰
が
ま
だ
萌
芽
状
態
に
あ
り
、
宋
代
以
降
徐
々
に
罠
間
の
活
動
範
囲
の
拡
大
に
合
わ

せ
て
信
仰
圏
も
広
が
る
と
い
う
形
で
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
超
越
し
た
形
で
宋
元
時
代
に
全
国
的
な
信
仰
圏
を

得
た
の
が
東
嶽
神
で
あ
っ
た
。
東
嶽
信
仰
の
盛
ん
な
様
子
は
南
宋
・
陳
淳
の
『
北
渓
字
義
』
巻
下
で
は
こ
う
記
さ
れ
る
。

　
　
泰
山
の
如
き
は
天
斉
仁
聖
帝
と
日
い
、
唐
に
在
り
て
封
じ
て
天
斉
王
と
為
し
、
本
朝
に
到
っ
て
東
方
の
生
を
主
ど
る
を
以
て
、
仁
聖
二
字
を
加
え
て
帝
に

　
　
封
ず
。
帝
は
只
だ
暴
れ
一
上
帝
の
み
、
安
ん
ぞ
五
帝
有
ら
ん
、
豊
に
倦
乱
な
ら
ず
や
。
況
ん
や
泰
山
は
只
だ
掌
れ
箇
の
山
、
安
ん
ぞ
入
の
形
貌
有
ら
ん
。

　
　
今
立
廟
し
、
轟
然
と
し
て
垂
慌
し
端
冤
衣
裳
し
て
坐
す
。
又
た
后
殿
を
其
の
後
に
立
つ
は
、
又
た
是
れ
何
の
山
か
以
て
其
の
配
に
當
て
夫
婦
と
為
す
や
を

　
　
知
ら
ず
。
人
心
の
迷
惑
す
る
こ
と
、
一
に
此
に
至
る
。
泰
山
の
魯
の
封
内
に
在
る
に
彫
り
、
惟
だ
魯
公
の
み
以
て
祭
る
べ
し
。
今
一
江
一
義
を
隔
て
、
南

　
　
方
と
地
脈
は
全
く
相
い
交
渉
せ
ざ
る
も
、
在
在
の
諸
州
県
皆
な
東
血
行
祠
有
り
。
此
れ
亦
た
朝
廷
の
禮
官
は
豊
明
を
失
し
、
州
県
為
る
者
之
が
禁
を
な
さ

　
　
ず
、
量
量
た
る
愚
民
、
本
よ
り
理
を
明
ら
か
に
せ
ざ
れ
ば
、
亦
た
何
ぞ
怪
し
む
に
足
り
ん
。

陳
淳
は
東
嶽
廟
の
実
情
を
厳
し
く
批
判
す
る
が
、
結
果
と
し
て
南
宋
後
期
の
東
嶽
信
仰
を
見
事
に
活
写
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
東
灘
神
が
帝
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
有
し
妻
を
持
つ
人
格
神
で
あ
り
、
泰
山
と
遠
く
離
れ
た
南
宋
治
下
各
地
で
の
業
界
の
建
設
が
見
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
（
一
）
神
の
擬
人
化
、

（
二
）
信
仰
圏
の
拡
大
、
（
三
）
地
域
社
会
に
お
け
る
祭
礼
の
浸
透
、
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
在
在
の
諸
州
県
皆
な
東
琴
登
呂
有

り
」
と
は
後
生
の
城
陛
神
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
祭
祀
の
五
霞
四
演
の
筆
頭
で
あ
る
東
三
蓋
が
末
端
の
地
域
社
会
で
も
圧
倒
的

な
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
宋
元
時
代
の
地
域
社
会
に
こ
れ
ほ
ど
深
く
浸
透
し
た
東
嶽
信
仰
に
つ
い
て
、
過
去
の
研
究
で
本

格
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏
の
大
著
を
初
め
古
代
以
来
の
泰
山
お
よ
び
東
都
信
仰
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

竃
元
時
代
の
状
況
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
ま
た
磐
代
の
書
起
の
研
究
で
は
東
云
云
の
拡
大
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
多
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く
の
場
合
国
家
祭
祀
や
道
教
の
色
合
い
が
濃
い
例
外
的
信
仰
と
し
て
結
論
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の
交
通
や
情
報
伝
達
量
か
ら

言
え
ば
、
ま
た
地
域
社
会
の
な
か
で
祠
廟
が
重
要
視
さ
れ
、
膨
大
な
信
者
を
出
現
せ
し
め
た
状
況
か
ら
見
て
も
、
か
く
も
広
範
囲
に
同
一
の
信

仰
が
広
ま
る
に
は
単
に
国
家
祭
祀
や
道
教
教
団
に
帰
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大
が
か
り
な
構
造
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
改
め
て
陳

淳
の
言
を
見
れ
ば
宋
代
以
降
の
東
嶽
信
仰
の
発
展
方
向
は
国
家
祭
祀
の
頂
点
か
ら
民
間
の
祭
礼
へ
向
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
食
代
以
降

の
神
々
の
秩
序
形
成
が
民
間
か
ら
国
家
公
認
へ
の
上
昇
過
程
と
さ
れ
る
な
か
で
は
異
例
で
あ
る
。
こ
の
要
因
と
意
義
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
宋
元
代
の
地
域
社
会
の
実
情
を
解
明
す
る
大
き
な
鍵
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
本
稿
で
は
心
行
廟
を
め

ぐ
る
地
域
社
会
の
動
向
を
当
時
地
域
社
会
の
中
核
的
信
仰
と
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
城
篠
笛
と
の
関
係
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

宋元時代の東嶽廟（水越）

①
　
近
年
の
潮
繋
信
仰
研
究
に
つ
い
て
は
上
田
信
「
宋
－
明
民
俗
宗
教
」
（
社
会
経

　
済
史
学
会
編
門
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
』
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）
、
松

　
本
浩
一
「
中
国
村
落
に
お
け
る
祠
廟
と
そ
の
変
遷
」
（
魍
祉
難
文
化
史
学
』
三
一
、

　
一
九
九
三
年
）
及
び
拙
稿
「
宋
代
社
会
と
祠
廟
信
仰
の
展
開
一
地
域
核
と
し
て

　
の
祠
廟
の
出
現
1
」
（
『
東
洋
史
研
究
㎞
六
〇
…
四
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
参
照
。

②
　
城
隆
神
に
つ
い
て
は
郡
嗣
禺
「
城
陛
考
」
（
『
燕
京
大
学
史
学
年
報
輪
ニ
ー
二
、

　
一
九
三
五
年
）
、
中
村
哲
夫
「
浜
弓
神
信
仰
か
ら
み
た
旧
臣
国
の
国
家
と
社
会
扁

　
（
㎎
近
代
中
国
社
会
史
研
究
序
説
塩
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
）
、
』
o
ぴ
蕊
。
戸

　
9
＜
一
負
．
、
日
冨
Ω
早
O
鼠
O
隻
ω
。
｛
回
．
き
σ
q
§
傷
ω
巨
α
Q
O
置
暴
㌔
．
ミ
免
器
軋

　
§
寝
ミ
ミ
駄
決
㌦
§
勢
ミ
ミ
二
戸
伊
一
り
。
。
㎝
も
や
ω
①
G
。
ム
q
N
早
田
充
宏
「
城
隠
神
信

　
仰
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
噌
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
五
、
一
九
八
八
年
）
、
濱
島
敦

　
俊
「
明
清
江
南
城
瞠
考
」
（
唐
代
史
研
究
会
編
『
中
国
都
市
の
歴
史
的
研
究
輪
刀

　
水
書
房
、
【
九
八
八
年
）
同
門
明
初
城
陸
考
」
（
『
榎
博
士
頒
寿
記
念
東
洋
史
論

　
叢
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
、
小
島
毅
「
城
陞
廟
制
度
の
成
立
」
（
㎎
思
想
駈

　
七
九
二
、
一
九
九
〇
年
）
、
鄭
互
有
・
王
賢
森
『
中
国
城
陛
信
仰
』
（
上
海
三
聯
書

　
店
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
参
照
。

③
行
祠
に
は
行
宮
・
行
廟
・
別
廟
・
別
建
な
ど
ほ
ぼ
同
義
の
呼
称
が
あ
る
が
、
本

　
稿
で
は
基
本
的
に
行
澗
を
用
い
、
適
宜
別
の
呼
称
を
用
い
る
。

④
○
訂
く
妻
屋
ω
曽
国
曾
碧
匹
．
詩
藻
虻
画
9
§
、
穿
』
§
譜
§
痘
毒
奪
ミ
翫
ぎ
O
匿
ミ

　
O
ミ
ミ
鏑
℃
巴
ω
”
国
ヨ
①
陰
い
①
δ
員
一
⑩
一
〇
■
酒
井
忠
夫
「
太
山
信
仰
の
研
究
」

　
（
『
史
潮
暁
七
－
二
、
一
九
三
七
年
）
、
澤
田
瑞
穂
噸
修
訂
地
獄
変
臨
（
平
河
出
版

　
社
、
一
九
九
一
年
）
。
劉
慧
欄
泰
山
宗
教
研
究
睡
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
、

　
同
欄
泰
山
岱
廟
考
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
頁
一
　
強
魍
唐
宋
民
間
信
仰
』

　
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。
ま
た
当
該
時
代
の
東
漸
胸
の
専
論

　
と
し
て
金
井
徳
幸
「
南
宋
の
市
警
と
東
居
睡
」
（
『
立
正
史
学
臨
六
一
、
一
九
八
七

　
年
）
が
あ
る
。
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第
一
章
　
宋
元
代
に
お
け
る
東
嶽
信
仰
圏
拡
大

76 （692）

第
一
節
　
先
行
研
究
に
よ
る
分
布
拡
大
の
見
解

　
宋
元
代
に
東
嶽
廟
が
全
国
に
広
く
存
在
し
た
こ
と
は
、
宋
代
以
降
の
各
時
代
の
地
方
志
を
紐
解
け
ば
す
ぐ
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
宋
学
時

代
の
東
嶽
信
仰
が
当
時
す
で
に
全
国
的
信
仰
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
現
在
一
般
に
全
国
的
信
仰
と
し
て
知
ら
れ
る
関
帝
や
天
妃
（
嬬
祖
）
な

ど
は
そ
の
発
展
過
程
が
詳
細
に
研
究
さ
れ
、
一
地
方
の
信
仰
か
ら
全
国
的
信
仰
に
至
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
も
進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
著

名
な
信
仰
と
比
較
し
て
も
東
嶽
廟
の
信
仰
圏
拡
大
の
時
期
は
も
っ
と
も
早
い
例
に
属
す
る
。
年
代
に
つ
い
て
は
、
元
・
呉
澄
が
「
東
嶽
泰
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

廟
天
下
に
遍
き
が
若
き
は
、
則
ち
宋
時
の
中
葉
に
肇
ま
る
。
」
と
大
ま
か
な
認
識
を
示
す
よ
う
に
、
宋
代
以
降
に
東
野
廟
が
広
ま
っ
た
の
は
異

論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
創
建
を
鍵
盤
や
唐
代
と
す
る
東
聖
廟
も
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
所
収
の
地
方
志
に
限
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
検
索
し
て
み
て
も
、
明
確
に
出
代
以
前
の
創
建
と
す
る
東
聖
廟
は
全
五
九
例
中
三
例
の
み
と
少
数
に
過
ぎ
ず
、
や
は
り
信
仰
拡
大
が
本
格
化

し
た
の
は
宋
代
以
降
と
見
ら
れ
る
。
で
は
東
嶽
廟
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
信
仰
圏
を
拡
大
し
た
の
か
。
先
行
研
究
の
な
か
で
は
諸
説
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　
例
え
ば
斯
波
義
信
氏
は
湖
州
地
域
の
長
期
的
な
発
展
過
程
を
論
じ
た
際
に
、
湖
州
の
市
警
に
東
廻
廟
が
建
設
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
定
住
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
古
さ
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
斯
波
氏
は
ま
た
黒
黒
の
都
市
構
造
の
分
析
に
お
い
て
東
豊
饒
の
存
在
か
ら
山
東
地
方
の
移
民
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

後
者
の
移
毘
に
よ
る
建
設
説
は
他
の
地
方
の
東
嶽
廟
に
も
該
当
し
う
る
説
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
豊
潤
信
仰
が
山
東
地
方
の
地
域
限
定
的
な

信
仰
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
こ
れ
は
関
帝
に
お
け
る
山
西
商
人
、
天
妃
に
お
け
る
福
建
海
運
業
者
と
い
っ
た
特
定
の
地
域
・
支
持
層
の

人
々
の
活
動
範
囲
拡
大
が
信
仰
の
拡
大
に
直
結
し
た
典
型
的
な
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
の
ち
に
会
館
・
公
所
な
ど
に
発
展
し
た
と
さ
れ
る
が
、
東
予

信
仰
の
場
合
は
す
で
に
漢
六
朝
以
降
の
冥
界
や
地
獄
信
仰
の
広
が
り
を
背
景
に
し
て
お
り
、
地
域
性
の
面
は
す
で
に
希
薄
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
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⑥

と
が
問
題
と
な
る
。
一
方
で
翼
果
信
仰
に
対
す
る
商
人
の
関
与
を
重
視
す
る
ハ
ン
セ
ン
氏
の
説
で
は
、
む
し
ろ
地
域
や
特
定
集
団
と
の
関
係
の

希
薄
さ
が
東
嶽
信
仰
の
特
徴
と
す
る
一
方
、
ま
た
ハ
ン
セ
ン
氏
は
東
嶽
信
仰
が
広
ま
っ
た
時
期
・
要
因
を
北
葉
末
徽
宗
の
時
期
の
道
教
保
護
政

　
　
　
　
　
　
⑦

策
に
求
め
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
説
は
い
ず
れ
も
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
導
き
出
し
得
る
見
解
で
あ
っ
て
、
そ
の
可
能
性
の
是
非
を
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
一
方
で
こ
れ

ら
は
断
片
的
な
推
論
に
止
ま
り
、
十
分
に
考
証
は
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
宋
元
時
代
の
東
嶽
信
仰
を
考
察
す
る
端
緒
と
し
て
地
方

志
・
石
刻
史
料
な
ど
か
ら
分
布
拡
大
の
実
態
を
追
跡
し
て
み
る
。

第
二
節
　
東
嶽
信
仰
の
拡
大
過
程

　
現
在
、
宋
元
時
代
の
諸
史
料
及
び
石
刻
史
料
か
ら
元
末
ま
で
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
東
難
論
を
検
索
し
て
み
る
と
、
管
見
の
限
り
＝
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
例
確
認
で
き
、
当
時
の
状
況
を
知
る
に
は
当
面
十
分
な
数
と
言
え
よ
う
。
こ
の
数
字
の
大
き
さ
は
他
の
有
力
信
仰
と
比
較
す
れ
ば
明
白
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

っ
て
、
D
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
元
期
以
前
に
存
在
し
た
城
黒
円
を
検
索
し
て
一
五
〇
例
を
挙
げ
て
お
り
、
藥
東
洲
・
文
廷
海
氏
に
よ
れ
ば
清
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
は
津
々
浦
々
で
見
ら
れ
た
関
帝
廟
も
元
末
以
前
に
確
定
で
き
る
の
は
二
五
例
を
挙
げ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
得
た
城
厚
焼

の
数
は
東
麓
廟
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
城
姦
濫
が
州
・
県
城
に
一
揃
の
特
殊
な
祠
廟
だ
っ
た
の
に
対
し
、
東
学
士
は
複
数
存
在
す
る

場
合
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
年
代
不
詳
や
史
料
に
見
え
な
い
も
の
を
含
め
れ
ば
東
嶽
廟
は
数
倍
に
達
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
東
起
廟
の
分

布
が
い
か
に
拡
大
し
た
か
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
全
国
的
な
束
嶽
廟
の
建
設
の
契
機
と
し
て
は
「
大
宋
国
析
州
定
嚢
県
議
山
郷
東
国
社
辛
子
東
瓦
廟
碑
銘
」
（
『
山
窟
石
刻
叢
編
』
巻
～
二
）
の
一

文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
（
大
中
）
即
言
三
（
｝
〇
一
〇
）
年
、
河
東
管
内
に
敵
す
ら
く
…
…
東
嶽
の
地
邊
か
な
る
を
以
て
、
晋
人
然
く
蒸
嘗
を
備
え
る
も
、
躬
ら
等
等
を
祈
る
を

　
　
得
難
し
、
今
敷
下
し
た
る
に
、
民
の
欲
す
る
所
に
従
い
、
祠
祀
を
建
つ
る
に
任
す
。

77 （693）



と
あ
り
、
真
宗
の
泰
山
封
禅
の
翌
々
年
の
大
中
祥
符
三
年
に
、
山
西
析
州
の
人
々
が
遠
距
離
で
参
詣
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
東
嶽
廟
の
勧
請

を
願
い
出
て
、
真
宗
が
許
可
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
が
山
西
地
方
だ
け
の
特
殊
例
な
の
か
判
断
で
き
な
い
が
、
こ
の
碑
文
に
付
さ
れ
た
胡
聰

之
の
按
語
に
、

　
　
諮
媚
の
士
、
争
い
て
相
い
迎
合
し
、
土
木
薦
祠
の
事
興
り
、
天
下
廃
然
し
て
風
に
向
か
い
、
墨
譜
の
廟
、
簑
宇
に
偏
し
。

と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
、
皇
帝
の
意
を
迎
え
て
全
国
各
地
で
東
凝
聚
の
建
設
が
始
ま
っ
た
と
見
て
い
る
。
真
宗
封
禅
の
直
後
に
地
域
社
会
の
有

力
者
が
国
家
の
権
威
を
背
景
に
し
た
東
漸
信
仰
を
持
ち
込
む
構
図
は
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
現
在
建
設
年
代
が
封
禅
直
後
と
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
き
る
東
嶽
廟
は
遼
と
の
国
境
の
雄
州
の
例
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
明
代
の
地
方
志
に
、
東
追
再
が
こ
の
と
き
に
真
宗
の
勅
に
よ
っ
て
全
国
に
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

置
さ
れ
た
と
す
る
記
事
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
封
禅
を
契
機
に
全
国
一
律
に
天
慶
観
が
設
置
・
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
宋
代
の
諸
史
料
か
ら
知

　
　
　
⑬

ら
れ
る
が
、
東
嶽
廟
に
つ
い
て
は
宋
代
の
文
献
・
石
刻
史
料
に
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
地
方
志
な
ど
か
ら
見
て
も
東
嶽
廟
が
こ
の
時
期
に
一
斉
に

建
て
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
こ
の
勅
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
東
雲
廟
は
真
宗
の

封
禅
を
機
に
各
地
に
建
設
が
始
ま
っ
た
が
、
天
慶
観
と
異
な
り
国
家
の
直
接
的
な
指
示
の
も
と
の
建
設
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　
次
に
慶
暦
六
（
一
〇
四
六
）
年
に
繋
年
さ
れ
る
噸
正
徳
汝
州
志
』
巻
八
に
引
く
「
泰
山
行
宮
記
」
の
一
節
を
検
討
し
て
み
る
。

　
　
今
天
下
に
泰
山
廟
有
り
、
特
だ
一
郡
一
轍
の
み
に
あ
ら
ず
、
選
民
威
な
通
冠
す
る
を
得
た
る
は
、
常
・
衡
の
諸
嶽
と
等
し
か
ら
ず
。

こ
れ
は
河
南
府
に
隣
接
す
る
濠
州
の
東
聖
廟
に
つ
い
て
の
田
図
で
あ
る
が
、
全
国
的
な
東
嶽
廟
の
広
が
り
を
直
接
述
べ
た
記
事
と
し
て
管
見
で

は
最
も
古
い
。
こ
れ
を
書
い
た
の
は
孔
子
四
六
代
の
子
孫
、
孔
蚊
で
あ
り
、
淫
祠
に
関
し
て
は
儒
教
的
な
観
点
が
念
頭
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
か
え
っ
て
興
味
深
い
記
事
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
行
宮
の
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
天
子
の
二
度
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
後
も
行
宮
だ
け
が
存

在
し
、
民
間
で
通
祀
で
き
る
の
は
「
非
礼
の
懸
え
」
と
し
て
非
難
し
つ
つ
も
、
汝
州
の
泰
山
行
宮
に
関
し
て
は
「
古
え
の
泰
山
行
宮
廟
有
り
。

実
に
周
・
鄭
の
交
界
、
都
城
列
国
の
会
に
し
て
、
蓋
し
古
の
諸
侯
舎
に
経
塗
す
る
は
斎
宮
聖
廟
の
謂
な
ら
ん
や
。
」
と
歴
史
上
・
礼
同
上
、
泰

山
本
廟
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
行
宮
の
正
当
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
彼
の
意
見
で
は
東
嶽
は
他
の
五
嶽
と
は
違
っ
た
別
格
の
扱
い
で
、
全
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国
に
建
設
・
祭
祀
す
べ
き
と
す
る
。
彼
は
東
嶽
の
尊
さ
を
民
間
に
知
ら
し
め
る
教
化
の
効
用
が
あ
る
こ
と
に
正
当
化
の
根
拠
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
孔
子
の
子
孫
で
さ
え
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
東
嶽
廟
建
設
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
北
宋
末
期
に
至
る
と
東
嶽
廟
建
設
の
欲
求
は
品
々
の
間
に
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
大
観
四
（
一
＝
○
）
年
の
薄
歯
府
の
「
嶽
廟
記
」
に
「
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

海
の
民
、
朝
献
祈
檜
、
皆
な
萬
里
を
遠
し
と
せ
ず
。
至
る
能
わ
ざ
る
者
、
各
の
随
威
に
行
宮
を
建
立
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
遠
隔
地
の
人
々

は
直
接
の
参
詣
が
困
難
な
た
め
に
行
宮
を
建
設
し
た
と
い
う
。
と
く
に
北
宋
末
に
は
江
南
地
方
に
信
仰
が
広
が
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
例
え

ば
『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
所
収
の
江
漸
地
域
の
地
方
志
に
限
っ
て
検
索
し
て
も
、
正
宗
期
か
ら
高
宗
期
の
＝
○
○
～
＝
⊥
登
年
の
間
に
建

設
・
改
修
さ
れ
た
と
確
認
で
き
る
東
嶽
廟
だ
け
で
五
六
ヶ
所
の
う
ち
二
〇
ヶ
所
に
上
る
。
こ
れ
は
杭
州
や
紹
興
の
城
陛
神
が
す
で
に
五
代
呉
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
時
期
に
王
号
を
与
え
ら
れ
、
早
々
と
江
南
地
域
の
中
核
的
信
仰
と
し
て
地
歩
を
固
め
て
い
た
の
に
比
べ
、
か
な
り
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
ま

た
江
南
で
は
こ
の
時
期
に
東
燃
廟
が
蘇
州
直
謝
県
の
福
山
鎮
、
湖
州
徳
清
瀬
の
新
市
鎮
、
渋
難
府
海
膨
県
の
激
雷
鎮
な
ど
新
興
の
市
塵
に
東
回

廟
が
建
設
さ
れ
た
が
、
江
南
の
市
報
は
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
形
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
各
地
に
建
て
ら
れ
た
行
祠
は
、
『
呉
郡
志
』
に
「
往
往
岱
嶽
を
規
模
し
、
立
て
て
別
建
と
為
す
こ
と
多
し
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
泰
山

の
本
病
に
倣
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
行
祠
な
ど
と
名
づ
け
る
こ
と
自
体
が
本
廟
あ
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
東
嶽
信
仰
の
中
心
に
泰
山
本
廟
が
君
臨
し
、

行
綱
は
で
き
う
れ
ば
直
接
の
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
た
。
『
景
煙
硝
州
違
憲
』
巻
九
「
分
水
県
・
祠
廟
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
東
嶽
行
宮
、
甘
泉
寺
東
に
在
り
。
建
雨
間
建
つ
。
後
邑
民
青
姓
な
る
者
有
り
、
親
ら
泰
山
に
走
り
、
泰
山
の
門
火
を
奉
じ
て
以
て
帰
る
。
霊
賜
響
答
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
南
宋
期
の
漸
江
総
州
分
水
県
か
ら
金
支
配
下
の
泰
山
へ
出
向
い
て
香
火
を
奉
じ
て
帰
っ
た
と
い
う
。
ま
た
『
大
徳
昌
国
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

志
』
に
も
漸
江
寧
波
沖
に
あ
る
昌
国
州
の
東
嶽
廟
の
前
に
あ
っ
た
聖
母
池
は
泰
山
に
参
詣
し
て
汲
ん
で
き
た
水
を
注
い
だ
と
い
う
逸
話
が
あ
り
、

江
南
で
も
泰
山
を
本
廟
と
し
て
尊
崇
す
る
意
識
が
見
ら
れ
た
証
左
で
あ
る
。
た
だ
し
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
遠
隔
地
の
行
澗
は
本
廟
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
「
分
香
」
の
ご
と
き
恒
常
的
な
秩
序
再
確
認
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
淳
の
言
を
借
り
れ
ば
「
南
方
と
地
脈
は
全
く
相
い

交
渉
せ
ざ
る
」
状
況
を
容
認
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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以
上
を
ま
と
め
る
と
東
聖
廟
は
宋
代
に
は
全
圏
各
地
に
存
在
し
て
い
た
が
、
若
干
の
地
域
差
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
泰
山
に
近
い

華
北
で
は
真
宗
の
封
禅
直
後
か
ら
広
が
り
始
め
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
江
南
で
は
北
宋
末
期
に
本
格
化
し
て
い
る
。
東
嶽
信
仰
の
根
幹
の
一
つ

で
あ
る
地
獄
信
仰
の
面
で
は
澤
田
瑞
穂
氏
の
提
示
す
る
「
地
獄
信
仰
圏
」
か
ら
遇
え
ば
、
東
男
以
外
の
地
獄
信
仰
の
中
心
で
あ
る
郵
都
や
華
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
ど
の
信
仰
圏
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
・
虞
集
が
東
草
聖
に
つ
い
て
「
今
天
下
郡
県
の
廟
有
り
て
以
っ
て
東
嶽
の
神
を
祠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

者
十
に
六
、
七
な
り
。
」
と
述
べ
た
の
は
、
仮
に
墨
髭
の
「
地
獄
信
仰
圏
」
の
勢
力
圏
が
全
国
の
六
、
七
割
で
あ
っ
た
と
置
き
か
え
れ
ば
か
な

り
実
情
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
東
嶽
廟
が
宋
元
時
代
に
影
響
力
を
持
ち
う
る
物
理
的
基
盤
は
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ

け
の
広
範
囲
に
画
一
的
な
信
仰
を
持
ち
込
む
原
動
力
を
全
て
移
民
や
商
人
の
活
動
に
帰
す
る
の
は
難
し
く
、
別
の
要
因
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

①
呉
澄
噸
呉
文
正
公
集
腕
巻
二
六
「
大
都
東
芝
仁
聖
宮
篭
」
。

②
噸
元
河
南
志
』
巻
～
所
載
の
泰
山
廟
は
乾
寧
元
（
八
九
四
）
年
、
『
延
祷
四
明

　
志
』
巻
　
五
所
載
の
蔦
元
府
の
東
嶽
蝶
蝶
行
宮
は
唐
代
、
『
下
畑
三
山
志
』
四
八

　
所
載
の
呂
州
の
東
嶽
行
宮
は
五
代
の
創
建
と
す
る
。

③
　
斯
波
義
信
「
宋
代
に
お
け
る
鎮
市
の
発
展
」
（
『
榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
学
論

　
叢
隔
山
川
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
。

④
斯
波
義
信
門
宋
都
杭
州
の
商
業
核
」
（
梅
原
郁
編
噸
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
隔

　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
　
｝
九
八
四
年
）
。

⑤
今
暁
望
『
福
建
民
間
信
仰
源
流
』
（
福
建
教
育
出
版
社
、
～
九
九
三
年
）
で
は

　
福
建
の
東
嶽
廟
は
五
代
の
時
期
に
北
方
か
ら
の
移
民
が
持
ち
込
ん
だ
と
す
る
。

⑥
酒
井
忠
夫
前
掲
「
太
山
信
仰
の
研
究
」
、
澤
田
瑞
穂
前
掲
噸
修
訂
地
獄
変
瞼
。

⑦
田
霧
①
戸
く
辞
濠
り
9
§
讐
轟
Q
。
謎
註
さ
§
§
N
9
軌
ミ
ぎ
§
ら
ミ
§
　

　
甲
ヨ
。
餌
g
自
ぞ
Φ
邑
蔓
℃
壇
Φ
。
。
。
。
‘
一
り
8
も
．
二
一
も
．
一
一
ら
。
．

⑧
明
代
の
地
方
志
に
宋
元
時
代
に
建
設
さ
れ
た
と
記
載
の
あ
る
東
嶽
廟
を
含
め
る

　
と
現
在
の
と
こ
ろ
管
晃
で
二
〇
〇
例
以
上
あ
る
が
、
未
見
の
地
方
志
も
多
く
、
こ

　
れ
を
上
回
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

⑨
智
ぎ
8
p
魯
§
”

⑩
藥
東
洲
・
文
廷
海
『
関
羽
崇
拝
研
究
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）
　
〇
三

　
～
一
〇
七
頁
。
こ
の
中
で
宋
元
時
代
の
関
羽
廟
は
実
際
に
は
九
〇
以
上
あ
っ
た
と

　
述
べ
る
が
、
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

⑪
鯛
宋
史
臨
巻
三
二
四
「
李
允
則
伝
」
。
知
雄
州
李
允
則
は
雄
州
城
の
大
規
模
な

　
改
修
の
資
金
集
め
の
方
便
と
し
て
東
嶽
朧
建
設
を
行
っ
た
。

⑫
例
え
ば
『
萬
暦
続
修
厳
州
府
志
』
巻
四
二
に
よ
れ
ば
、
「
東
主
導
祠
在
漿
東

　
青
龍
山
上
。
宋
大
中
総
省
九
年
、
真
宗
封
禅
太
山
、
勅
天
下
郡
県
皆
立
行
祠
。
扁

　
と
あ
る
。

⑬
『
宋
史
冊
巻
七
、
剛
続
篇
治
通
鑑
長
編
』
巻
七
九
。

⑭
『
二
元
嘉
禾
志
㎞
巻
二
三
。

⑮
具
体
的
な
分
布
状
況
は
冒
ぎ
。
。
。
P
魯
q
釣
小
島
雪
雲
②
前
掲
論
文
の
付
表
な

　
ど
参
照
。

⑯
㎎
呉
郡
志
』
巻
　
三
「
嗣
堂
下
」
。
常
熟
県
福
山
鎮
東
嶽
廟
の
黒
焦
。
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⑰
糊
大
徳
夢
解
州
志
睡
巻
四
「
叙
水
」

　
聖
母
池
。
在
道
隆
観
聖
母
殿
前
。
方
広
僅
尋
丈
。
旧
創
嶽
祠
、
邑
有
為
姓
者
詣

　
国
乱
東
嶽
、
山
霧
農
水
、
帰
墾
湯
池
以
瀦
之
。

⑱
　
　
「
分
香
」
は
主
に
台
湾
の
事
例
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。
施
振
民
「
祭
祀

　
圏
与
社
会
組
織
－
彰
化
平
原
聚
落
発
展
模
式
的
帳
面
」
（
『
中
央
研
究
院
民
族
学

　
研
究
所
塘
鍬
下
観
讐
工
ハ
、
　
一
九
七
ア
五
年
）
、
林
美
容
「
由
姐
爪
音
圓
閉
果
看
芭
丁
屯
鎮
的
紬
仰

　
方
組
織
」
（
『
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
集
刊
四
六
二
、
　
一
九
八
七
年
）
、

　
ω
畠
琶
も
9
甲
〆
嵩
累
。
｛
①
♪
．
．
§
帖
○
ミ
馬
毫
説
？
簿
§
駆
寄
ら
帖
§
鉱
冑
恥
9
玉
織
職
8

　
§
駒
竃
ミ
曽
…
謡
9
亀
甲
ミ
昼
ミ
凄
、
㌣
》
甑
§
触
、
、
腎
b
遷
Q
§
ミ
§
』
§
ミ
b
鴨
昏
N
㌦
ミ
ミ

　
笥
吋
へ
ぎ
§
ぎ
6
鼠
ミ
馬
斗
馬
詠
貼
N
瀞
》
§
概
殴
。
◎
ミ
O
§
ミ
篭
魅
勲
Φ
沼
湖
①
匹
σ
く
帯
し
6
．
＜
Φ
㍗

　
ヨ
㊦
Φ
「
w
い
詩
評
旨
b
d
邑
㌍
一
〇
り
O
．
な
ど
参
照
。

⑲
澤
田
瑞
穂
前
掲
『
修
訂
地
獄
変
腕
六
六
～
六
七
頁
。
四
川
か
ら
長
江
流
域
で
は

　
郵
都
大
帝
を
冥
界
の
支
配
者
と
す
る
別
の
信
仰
圏
が
あ
っ
た
と
論
じ
る
。

⑳
虞
集
『
道
工
学
古
録
撫
巻
四
六
「
縢
州
新
修
東
嶽
叢
記
」
。

第
二
章
　
国
家
の
宗
教
政
策
・
道
教
勢
力
と
東
嶽
廟

第
一
節
　
宋
元
時
代
の
宗
教
政
策
と
東
嶽
廟

宋元時代の東嶽繭（水越）

　
淋
代
以
降
東
黒
蜜
が
全
国
に
行
客
が
建
て
ら
れ
る
に
当
た
り
、
か
く
も
広
範
囲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る
組
織
を
想
定
す
れ
ば
、
や
は
り
国

家
と
宗
教
勢
力
、
と
く
に
道
教
教
団
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
元
来
東
嶽
は
国
家
祭
祀
上
重
要
な
存
在
で
も
あ
り
、
信
仰
圏
拡
大
に
も
っ
と

も
力
を
発
揮
し
た
の
は
末
端
の
地
方
官
を
含
む
国
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
橋
文
治
氏
は
東
嶽
電
蓄
が
中
央
に
対
す
る
地
方
行
政
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

テ
ム
に
相
当
す
る
と
の
見
解
を
示
す
が
、
国
家
の
祠
廟
政
策
が
画
一
的
に
広
ま
る
の
に
地
方
官
の
野
壷
建
設
・
祭
器
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ

く
な
い
。

　
宋
初
以
来
、
祠
廟
信
仰
秩
序
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
う
ち
東
町
廟
に
関
す
る
施
策
は
他
の
五
嶽
四
漬
と
と
も
に
一
括
し
て
行
わ

れ
る
場
合
が
多
い
の
は
添
う
ま
で
も
な
い
。
国
家
祭
祀
の
な
か
で
五
嶽
四
重
は
漫
心
に
次
ぐ
中
祀
で
あ
る
が
、
各
地
に
分
布
し
て
圏
家
の
権
威

を
具
現
す
る
点
で
、
礼
制
上
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
は
建
国
後
間
も
な
く
五
嶽
四
濱
の
祭
祀
規
定
が
設
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

開
宝
五
（
九
七
二
）
年
五
月
に
は
心
算
に
廟
令
を
さ
せ
、
県
外
に
祭
祀
を
掌
ら
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
地
方
官
に
廟
の
管
理
維
持
を
命
じ
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③

た
詔
は
、
景
徳
二
（
一
〇
〇
五
）
年
に
は
知
州
・
通
判
に
季
節
ご
と
に
点
検
を
命
ず
る
な
ど
、
管
理
と
祭
祀
が
地
方
官
の
職
務
と
さ
れ
た
。

　
宋
代
に
お
い
て
東
砂
信
仰
の
画
期
と
な
っ
た
大
中
祥
符
元
（
一
〇
〇
八
）
年
の
封
禅
だ
が
、
こ
れ
は
東
嶽
廟
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
政
策
全
般

に
お
け
る
一
大
転
機
で
あ
っ
た
。
封
禅
に
際
し
て
真
宗
は
東
至
親
下
五
嶽
に
対
し
て
群
盗
を
、
さ
ら
に
四
年
後
に
は
帝
号
を
授
け
、
東
嶽
は
宋

代
の
祀
典
に
お
い
て
最
高
位
の
封
号
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
多
書
に
王
号
を
得
て
以
降
東
嶽
神
の
懸
章
の
推
移
は
、

　
開
元
～
三
（
七
一
一
五
）
年
　
　

天
斉
王

　
大
中
祥
符
元
（
［
○
○
八
）
年
　
　
天
斉
仁
聖
王

　
大
中
祥
符
四
（
｝
○
＝
）
年
　
　
天
斉
仁
聖
帝

　
至
元
二
八
（
～
二
九
一
）
年
　
　
　
天
斉
大
生
仁
聖
帝

と
な
る
の
だ
が
、
大
中
祥
符
年
間
に
帝
号
を
得
た
の
が
～
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
。
元
豊
年
間
に
確
定
し
た
祠
廟
神
に
対
す
る
賜
号
の
規
定
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

侯
↓
公
↓
王
の
順
に
、
ま
た
文
字
数
も
二
↓
四
↓
六
↓
八
と
上
昇
す
る
と
さ
れ
た
が
、
帝
号
を
得
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
般
の
祠
廟
が
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

号
を
称
し
た
場
合
は
悟
称
と
断
じ
ら
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
五
嶽
の
神
は
宋
代
の
章
草
・
賜
号
政
策
上
の
最
高
位
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の

秩
序
か
ら
超
然
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
大
中
祥
符
四
（
～
〇
一
一
）
年
六
月
中
は
平
岸
の
衣
冠
制
度
・
神
像
が
規
定
さ
れ
、
同
年
十

一
月
に
は
器
質
に
各
々
皇
后
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
段
階
で
陳
淳
が
批
判
し
た
東
嶽
信
仰
の
一
側
面
で
あ
る
人
格
神
化
が
公
的
に
設
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
五
嶽
四
漬
は
宋
代
を
通
じ
て
、
祈
雨
祭
祀
の
た
め
に
官
が
派
遣
さ
れ
、
ま
た
煕
寧
五
（
　
〇
七
一
～
）
年
に
は
主
だ
っ
た
道
観
の
ほ

か
に
五
嶽
に
も
管
廟
官
が
置
か
れ
る
な
ど
、
国
家
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。

　
た
だ
し
行
祠
建
設
が
国
家
の
全
面
的
な
後
押
し
を
受
け
る
に
は
な
お
翠
蔓
上
の
正
当
化
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
。
陳
淳
の
述
べ
た
東
平
信

仰
の
問
題
の
な
か
に
、
行
騰
の
建
設
や
馬
料
の
擬
人
化
に
対
し
「
講
明
を
失
し
」
て
い
る
礼
盤
に
対
す
る
宗
教
政
策
の
批
判
が
あ
る
が
、
裏
返

せ
ば
先
に
見
た
「
泰
山
行
宮
記
」
で
の
孔
蚊
に
よ
る
議
論
に
端
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
現
状
に
即
し
て
徐
々
に
礼
制
上
の
正
当
化
が
図
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
当
時
、
他
の
有
力
な
祠
廟
信
仰
に
も
信
仰
圏
の
拡
大
に
対
す
る
理
論
的
な
承
認
と
い
う
岡
様
の
現
象
が
見
ら
れ
た
と
ハ
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宋元時代の東嶽廟（水越）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ン
セ
ン
氏
も
論
じ
て
い
る
。
実
際
地
方
宮
が
着
任
の
際
や
祈
雨
の
場
合
に
作
っ
た
東
嶽
祝
文
は
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
地
方
官
は
ご
く
自
然
に

行
祠
の
存
在
を
是
認
し
て
い
た
。
例
え
ば
爾
宋
の
櫻
鍮
に
も
「
泰
嶽
膚
寸
の
澤
を
以
っ
て
天
下
に
及
ぼ
す
に
、
功
利
の
品
物
に
在
る
者
何
ぞ
一

　
　
　
　
　
　
⑦

邦
に
止
ま
ら
ん
や
。
」
と
理
論
的
肯
定
の
発
言
も
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
地
方
官
も
東
嶽
廟
建
設
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。

金
玉
華
北
に
お
い
て
も
大
定
年
間
以
降
、
儒
教
的
な
礼
制
を
整
え
初
め
、
五
嶽
緊
縮
の
祭
祀
も
規
定
さ
れ
た
が
、
東
言
行
祠
の
存
在
は
「
譲
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

岱
嶽
な
る
者
は
国
家
礼
典
に
首
載
さ
る
。
今
則
ち
天
下
の
広
き
も
、
一
郡
一
息
と
し
て
ト
地
し
て
建
立
せ
ざ
る
な
し
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
帯

代
に
引
き
続
き
宗
教
政
策
上
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
元
代
に
入
っ
て
も
五
嶽
四
獣
に
代
祀
と
し
て
盛
ん
に
皇
帝
か
ら
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
国
家
祭
祀
に
お
け
る
扱
い
に
揺
る
ぎ
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

む
し
ろ
他
の
五
嶽
四
這
と
と
も
に
常
吉
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
言
え
ば
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
元
代
の
碑
文
に
「
東
嶽
猫
り
天
下
の
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
り
。
今
郡
県
廟
を
置
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
闘
と
な
す
。
」
と
し
て
東
嶽
廟
が
な
い
場
合
は
む
し
ろ
閾
典
と
さ
れ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
で
も
分
か
る
。
一
方
で
呉
澄
の
「
大
都
東
嶽
仁
聖
宮
碑
」
で
は
こ
う
述
べ
る
。

　
　
我
が
世
祖
皇
帝
海
内
を
平
｝
し
、
制
作
の
黒
い
ま
だ
尚
ぶ
に
逞
あ
ら
ず
、
前
代
の
旧
に
詣
り
、
東
嶽
の
旧
号
は
天
上
仁
聖
、
復
た
新
号
を
加
え
て
大
生
と

　
　
臼
い
、
郡
県
は
丼
び
に
金
宋
時
の
如
く
、
廟
有
り
て
以
っ
て
東
嶽
を
祭
る
。

こ
こ
で
は
至
元
二
八
（
｝
二
九
一
）
年
に
他
の
輸
血
四
十
と
と
も
に
宋
代
の
封
号
に
二
字
付
加
し
た
ほ
か
は
前
代
の
踏
襲
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
地
方
志
な
ど
を
見
て
も
と
く
に
国
家
主
導
の
大
々
的
な
東
嶽
廟
建
設
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
元
貞
年
間
に
全
国
一
斉
に
建
設
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

命
じ
ら
れ
、
各
郡
県
で
の
祭
祀
が
義
務
付
け
ら
れ
た
三
皇
廟
な
ど
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
宋
代
以
来
全
国
的
に
分
布
し
て
い
た
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

嶽
廟
に
対
す
る
国
家
の
態
度
は
基
本
的
に
現
状
追
認
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

第
二
節
　
道
教
勢
力
と
の
関
係

東
諸
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
も
う
一
つ
の
力
は
道
教
勢
力
で
あ
る
。
地
獄
信
仰
の
面
で
東
嶽
と
関
係
が
深
か
っ
た
の
は
む
し
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⑭

ろ
仏
教
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
史
料
上
に
お
い
て
北
宋
後
期
以
降
、
各
地
の
東
嶽
廟
の
祭
祀
を
担
当
し
、
廟
の
維
持
経
営
を
行
っ
た
の
は
ほ
と
ん

ど
が
道
士
で
あ
り
、
彼
ら
が
住
持
と
し
て
居
住
す
る
場
合
が
増
え
て
い
る
。
一
方
で
道
教
の
神
々
の
列
に
東
嶽
神
を
加
え
る
こ
と
に
よ
る
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

上
の
面
で
の
影
響
に
つ
い
て
も
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
東
嶽
廟
を
道
観
に
改
変
し
た
例
も
少
な
く
な
い
。
金
の
大
定
年
間
に
は
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

政
難
を
克
服
す
る
た
め
に
寺
観
の
怪
童
を
国
家
が
出
売
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
官
県
の
「
東
岳
聖
帝
之
廟
」
は
こ
の
政
策
に
沿
っ

て
住
持
で
あ
っ
た
道
士
が
「
霊
泉
観
」
の
勅
額
を
買
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
岱
岳
殿
に
加
え
て
道
教
の
最
高
神
三
竿
の
た
め
に
延
清
殿
が

　
　
　
　
　
　
　
⑰

新
た
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
う
な
れ
ば
立
派
な
道
観
で
あ
る
。
ま
た
導
者
海
台
底
村
の
岱
嶽
廟
も
同
様
の
過
程
を
経
て
「
岱
嶽
観
」
な
る
道
観
に

　
　
　
⑱

変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
霊
泉
観
・
岱
嶽
観
に
限
ら
ず
広
く
見
ら
れ
た
傾
向
と
見
ら
れ
、
「
祠
廟
を
称
し
て
宮
観
と
な
し
、
道
士
を
度
し
て
以
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

之
を
守
ら
し
む
は
、
蓋
し
近
代
よ
り
始
ま
る
」
と
は
、
こ
の
時
期
の
金
治
下
で
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
教
勢
力
の
介
入
は
葉

叢
治
下
の
江
南
で
も
見
ら
れ
た
。
慶
元
追
越
海
県
の
道
隆
観
、
昌
国
州
の
道
隆
観
も
も
と
は
東
嶽
廟
で
あ
っ
た
の
が
勅
額
を
得
て
道
観
に
改
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
首
都
臨
安
の
中
興
観
や
景
星
観
も
同
様
に
元
は
東
聖
廟
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
江
南
で
も
華
北
と
同
様
の
例
が
散
見

す
る
。
さ
ら
に
地
方
志
や
碑
文
か
ら
見
れ
ば
金
・
南
宋
期
以
降
の
東
嶽
廟
が
道
士
の
主
唱
で
建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
華
北
で
は
十
二
世
紀
の
半
ば
か
ら
道
教
の
中
に
新
し
い
動
き
が
起
こ
り
、
全
真
教
を
初
め
と
す
る
新
勢
力
が
次
々
に
登
場
し

た
。
そ
の
な
か
で
勢
力
を
得
た
全
真
教
は
も
と
も
と
教
祖
王
重
陽
以
来
山
東
地
方
と
関
係
が
深
か
っ
た
が
、
元
代
に
は
全
真
教
の
道
士
善
心
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
泰
山
に
あ
っ
て
次
々
と
道
観
を
建
て
、
国
家
と
も
結
び
つ
き
、
全
真
教
に
よ
る
泰
山
支
配
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
各
地
の
東
嶽
廟
が
行
祠
を

称
す
る
以
上
は
、
本
廟
を
支
配
す
る
意
味
は
絶
対
的
で
あ
る
言
え
よ
う
。
一
方
江
南
で
は
正
一
教
の
張
天
津
の
権
威
が
拡
大
し
て
お
り
、
張
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

師
が
東
嶽
を
含
め
た
神
々
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
立
つ
新
た
な
秩
序
が
形
成
さ
れ
始
め
た
と
言
わ
れ
る
。
東
嶽
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
例

え
ば
『
夷
堅
志
』
に
剥
き
物
に
葱
か
れ
た
娘
を
救
う
た
め
に
龍
虎
山
の
張
研
師
に
使
い
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
煙
管
師
の
判
が
幽
翠
に
送
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

専
心
神
に
よ
っ
て
贈
り
が
処
断
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
よ
う
に
、
張
天
師
は
自
ら
を
異
類
大
帝
の
上
に
置
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
全
真
教
・
正
一
教
は
そ
れ
ぞ
れ
に
東
風
信
仰
を
自
ら
の
傘
下
に
収
め
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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宋元時代の東嶽晒（水越）

　
元
代
に
入
る
と
全
真
教
と
正
一
教
が
皇
帝
に
接
近
し
て
道
教
勢
力
を
二
分
し
た
わ
け
だ
が
、
首
都
で
あ
る
大
都
の
東
嶽
廟
は
全
く
こ
の
構
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
反
映
し
て
、
二
教
が
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
な
る
東
竪
廟
を
建
設
し
て
い
た
。
『
析
津
志
輯
侠
』
「
祠
廟
　
嶽
廟
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
南
北
工
京
に
四
囲
麿
り
。
一
は
燕
京
陽
春
門
に
在
り
、
即
ち
今
朝
の
枝
廟
、
碑
無
し
。
一
は
長
春
宮
東
に
在
り
、
礼
部
尚
書
元
明
善
撰
す
る
所
の
碑
文
有

　
　
り
。
一
は
燕
京
太
廟
寺
西
に
在
り
、
王
澹
游
撰
す
る
所
の
碑
文
有
り
。
一
は
北
城
善
化
門
外
工
夢
許
り
に
在
り
。
天
西
宮
張
上
卿
創
起
し
、
後
世
に
是
れ

　
　
呉
宗
師
問
間
一
力
に
完
成
す
。

と
あ
る
。
北
城
の
東
嶽
廟
は
「
張
上
卿
」
・
「
呉
宗
師
」
す
な
わ
ち
毒
悪
孫
・
呉
全
節
の
名
か
ら
正
～
教
の
も
の
と
分
か
る
。
全
真
教
の
拠
点
長

春
宮
の
東
に
あ
る
軽
愚
廟
が
全
真
教
に
属
す
る
こ
と
は
、
虞
集
の
「
劉
正
奉
塑
記
」
に
「
大
都
南
城
長
春
宮
都
提
点
薦
単
願
始
め
東
嶽
廟
を
宮

　
　
　
　
⑮

の
東
に
作
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
と
に
延
祐
年
間
の
正
一
教
に
よ
る
東
嶽
廟
建
設
は
大
都
に
あ
っ
て
教
団
を
代
表
し
て
い

た
張
留
孫
、
そ
の
死
後
に
後
継
者
と
な
っ
た
呉
全
学
が
陣
頭
指
揮
を
採
る
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
り
、
仁
宗
か
ら
の
全
面
的
な
支
援
も
受
け
、
ま

さ
に
教
団
挙
げ
て
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。
元
代
の
道
教
教
団
の
盛
衰
は
、
皇
帝
の
代
替
わ
り
に
伴
っ
て
激
し
く
変
化
す
る
の
だ
が
、
豊
代
以
来

の
勢
力
圏
で
習
え
ば
大
都
は
全
真
教
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
当
時
江
南
を
信
仰
の
基
盤
と
す
る
正
一
教
が
東
嶽
廟
を
建
設
し
た
の
は
相
当
の
意

気
込
み
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
正
一
教
の
東
嶽
廟
は
全
真
教
に
対
抗
し
て
建
設
さ
れ
、
信
仰
も
泰
山
で
は
な
く
江
南
の
東
藩
儒
仰
を

持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
墨
黒
の
権
威
は
国
家
や
道
教
教
団
と
の
密
接
な
関
係
に
起
因
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
宗
教
界
の
権
威
で
あ
る
張

天
孫
や
全
真
教
教
団
に
よ
る
東
嶽
廟
へ
の
介
入
、
と
く
に
元
の
大
都
に
お
け
る
状
況
な
ど
は
国
家
と
道
教
勢
力
に
よ
る
東
影
響
信
仰
の
権
威
の

回
収
と
も
映
ず
る
。
し
か
し
東
聖
廟
は
国
家
祭
祀
の
格
で
は
五
鼎
四
濱
と
同
列
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
黒
馬
の
み
が
全
国
に
建
設
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
頭
抜
き
ん
出
た
か
た
ち
で
「
常
・
衡
の
諸
嶽
と
等
し
か
ら
ず
」
と
表
現
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
実
際
の
民
間
の
意
識
に
つ
い
て
以

下
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
①
高
橋
文
治
「
崔
府
君
を
め
ぐ
っ
て
」
（
噸
田
中
謙
二
博
士
頒
寿
記
念
中
国
古
典
戯
　
　
曲
論
集
㎞
汲
古
書
院
、
一
九
九
～
年
）
。
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②
『
続
資
治
逓
鑑
長
編
』
（
以
下
『
長
編
魅
と
す
る
）
巻
；
；
開
宝
五
年
七
月

　
丁
卯
扁

　
　
詔
五
嶽
四
灘
及
東
海
要
論
、
並
以
本
県
令
尉
兼
廟
令
、
丞
掌
隠
事
、
常
加
案
視
、

　
　
務
在
翻
潔
。
佃
籍
其
廟
宇
祭
器
余
数
、
受
代
日
、
交
以
相
付
本
州
長
吏
、
毎
月

　
　
～
謁
廟
検
挙
焉
。

③
『
長
編
㎞
巻
六
一
「
景
徳
二
年
十
月
庚
寅
」
。

　
　
嶽
漬
廟
宇
、
自
今
所
属
蝦
蟹
・
通
判
、
毎
季
一
土
偶
行
、
有
照
損
者
、
即
時
修

　
　
葺
。

④
咽
宋
会
要
輯
稿
』
「
礼
二
〇
1
＝
こ
。

⑤
例
え
ば
『
戒
淳
臨
安
志
㎞
巻
七
三
「
嗣
杷
三
扁
所
載
の
顕
慰
事
の
場
合
、
後
周

　
の
晴
期
に
帝
号
を
得
て
い
た
が
、
「
以
前
封
帝
号
為
非
礼
、
乞
於
福
順
武
烈
顕
祐

　
之
上
、
更
加
二
字
為
八
字
王
。
」
と
し
て
八
字
王
へ
降
格
さ
れ
た
。

⑥
国
碧
。
。
β
§
ミ
も
や
冨
。
。
山
。
。
b
。
．

⑦
櫻
鎗
㎎
攻
魏
集
睡
巻
八
二
。

⑧
m
嶽
廟
新
修
露
台
記
」
（
鷹
俊
傑
『
山
西
戯
曲
碑
刻
輯
考
㎞
中
華
書
局
、
二
〇

　
〇
二
年
、
五
三
頁
）
。
泰
和
三
（
＝
一
〇
三
）
年
の
碑
文
。

⑨
『
元
史
』
巻
七
六
「
祭
祀
五
・
嶽
鎮
海
濱
常
祀
扁
。

⑩
掲
便
斯
例
文
安
集
輪
巻
一
〇
「
安
福
州
東
嶽
廟
記
」
。

⑪
還
ハ
文
正
公
集
』
巻
二
六
。

⑫
元
代
の
三
皇
廟
に
つ
い
て
は
池
内
功
「
元
朝
の
郡
県
祭
祀
に
つ
い
て
」
（
野
口

　
鐵
郎
編
『
中
国
に
お
け
る
教
と
国
家
幅
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

⑬
飯
山
知
保
「
金
元
代
華
北
に
お
け
る
州
県
祠
庸
祭
鵜
か
ら
み
た
地
方
官
の
系
譜

　
I
l
由
［
西
漆
掻
県
応
潤
侯
廟
を
中
心
に
t
」
（
㎎
東
洋
学
報
腕
八
五
一
～
、
二
〇

　
〇
三
年
中
で
は
金
元
代
華
北
の
地
域
社
会
の
綱
廟
が
概
ね
前
代
の
権
威
を
継
承
し

　
た
と
す
る
が
、
東
区
廟
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

⑭
酒
井
忠
夫
前
掲
「
太
山
信
仰
の
研
究
」
、
澤
田
瑞
穂
前
掲
『
修
訂
地
獄
変
』
。

⑮
密
蔵
評
二
選
b
§
§
き
慈
恥
§
賊
し
。
§
職
轟
ヒ
d
。
§
ω
§
Φ
¢
”
ぞ
Φ
邑
曙

　
o
h
賭
Φ
乏
鴫
。
爵
㍗
窃
ω
弘
8
㎝
．
や
お
◎

⑯
野
上
俊
静
「
金
の
財
政
策
と
宗
教
教
団
」
（
『
東
洋
史
研
究
隔
四
－
六
、
一
九
三

　
九
年
）
、
今
井
秀
周
門
金
目
に
於
け
る
春
総
名
額
の
発
売
」
（
『
東
方
宗
教
』
四
五
、

　
一
九
七
五
年
）
、
桂
華
淳
祥
「
金
朝
の
寺
観
名
額
発
売
と
郷
村
社
会
」
（
魍
大
谷
大

　
学
史
学
論
究
睡
三
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
参
照
。

⑰
『
金
石
華
甲
瞼
巻
一
五
六
「
同
官
県
霊
泉
観
碑
」
。

⑱
　
　
「
陽
城
県
台
底
村
岱
嶽
観
記
」
（
『
全
遼
金
文
幅
下
、
山
西
古
籍
娼
版
社
二
〇
〇

　
二
年
、
二
六
〇
七
頁
）
。

⑲
『
金
文
最
翫
巻
七
六
「
京
兆
府
漣
陽
県
重
修
北
極
海
碑
」
。

⑳
『
成
淳
臨
安
志
㎞
巻
七
五
門
寺
観
こ
。

⑳
『
甘
水
仙
源
泉
』
巻
八
「
泰
安
阜
上
張
氏
先
太
記
」
。

⑳
松
本
浩
一
「
張
天
師
と
南
宋
の
道
教
」
（
『
酒
井
忠
夫
先
生
古
希
記
念
・
歴
史
に

　
お
け
る
民
衆
と
文
化
』
、
一
九
八
二
年
）
。

⑬
　
　
㎎
夷
堅
甲
志
』
巻
～
○
「
方
氏
女
」
。

⑭
　
元
代
大
都
の
東
嶽
廟
の
専
論
は
、
ω
。
窪
題
①
♪
囚
円
蓋
。
｛
負
さ
琳
恥
§
，
き
詩
§
謎

　
§
b
ミ
甦
ミ
註
§
譜
憲
ミ
詳
b
o
賊
ぴ
§
§
嶋
ミ
幼
い
硝
誠
ミ
ミ
譜
偽
穿
黛
婁
穿
寝
譜
砺

　
G
ミ
き
貯
ひ
§
驚
P
き
ミ
ミ
N
ミ
匙
肉
§
ミ
粛
臼
轟
ぎ
§
u
℃
巴
。
。
蔦
り
繍
．
が
あ
る
◎

⑳
　
虞
集
『
道
園
学
古
録
睡
巻
七
。

⑳
　
　
『
江
蘇
金
石
志
』
巻
こ
○
「
集
仙
宮
東
嶽
行
祠
記
㎏
で
は
同
時
期
の
皇
慶
元

　
（
一
三
一
二
）
年
に
嘉
定
県
の
東
畑
行
祠
の
建
設
に
正
一
教
天
盛
の
張
與
材
が
関

　
与
す
る
な
ど
正
一
教
が
本
格
的
に
東
路
廟
に
関
わ
り
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑳
　
他
の
五
嶽
の
行
纒
も
存
在
し
た
。
抗
議
行
宮
は
湖
南
・
福
建
を
中
心
に
見
ら
れ
、

　
ま
た
元
好
間
『
元
遺
山
集
』
巻
三
二
「
葉
県
中
蓋
詳
記
」
に
「
河
南
中
鎮
所
在
在

　
所
率
有
綱
廟
以
奉
嶽
紙
」
と
あ
り
、
金
代
河
南
地
方
で
は
中
瀬
行
宮
が
広
ま
っ
て

　
い
た
。
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第
三
章
　
宋
元
時
代
の
東
嶽
信
仰
の
内
容

第
［
節
　
東
嶽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
拡
大

宋元時代の東嶽廟（水越）

　
こ
こ
で
改
め
て
嘉
元
時
代
の
東
嶽
信
仰
そ
の
も
の
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
泰
山
が
山
東
地
方
の
地
域
的
な
山
岳
信
仰
か
ら
冥
界
の
支
配
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

性
格
を
有
す
る
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
古
く
は
顧
炎
武
や
趙
翼
ら
を
初
め
様
々
な
考
証
が
な
さ
れ
て
き
た
。
長
い
時
間
を
か
け
て
東
嶽
大
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

像
が
確
立
し
、
積
極
的
な
人
格
神
化
が
行
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
膨
大
な
家
族
や
擬
似
的
な
官
僚
機
構
が
想
定
さ
れ
て
く
る
。
「
東
嶽
七
十
五
司
」

と
呼
ば
れ
る
東
嶽
の
下
僚
集
団
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
七
十
五
司
」
の
神
格
に
つ
い
て
は
主
に
民
国
時
代
以
降
の
北
京
の
東
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

廟
に
関
し
て
い
く
つ
か
実
態
調
査
と
考
証
が
あ
る
が
、
高
橋
文
治
氏
に
よ
れ
ば
、
七
十
五
司
の
神
々
の
個
別
名
称
は
『
泰
山
志
』
巻
一
八
に
あ

る
至
元
一
七
（
一
一
天
五
）
年
の
「
蕎
里
七
十
五
牛
神
房
誌
」
に
列
記
さ
れ
た
の
が
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
、
配
下
の
神
々
の
詳
細
な
性
格
づ

け
は
北
宋
期
か
ら
徐
々
に
確
立
し
た
と
す
穂
・
そ
し
て
こ
の
組
織
化
の
過
程
で
は
東
急
大
帝
登
界
の
支
配
者
の
地
位
を
確
立
し
て
善
神
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

部
下
と
し
、
「
東
嶽
大
帝
－
城
男
神
－
土
地
神
」
の
系
統
が
完
成
し
て
い
た
。
こ
の
関
係
は
『
夷
堅
志
』
に
東
嶽
大
帝
が
城
男
神
に
命
令
書
を

下
す
逸
話
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
明
確
に
官
僚
制
度
に
擬
せ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
宋
代
に
は
東
嶽
神
は
数
多
く
の
神
々
を
従
え
る

に
至
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
東
嶽
大
帝
と
そ
の
家
族
、
及
び
東
嶽
の
配
下
の
神
々
を
総
称
し
て
「
東
嶽
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
呼
び
、
検
討
し

て
み
よ
う
。

　
東
嶽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
心
と
な
る
の
は
東
嶽
大
帝
の
家
族
で
あ
る
。
東
嶽
大
帝
自
身
が
す
で
に
唐
・
開
元
年
間
に
王
手
を
下
賜
さ
れ
た
一
方
、

家
族
に
対
す
る
賜
号
は
宋
代
に
大
き
く
発
展
し
た
。
こ
の
う
ち
東
嶽
大
帝
の
三
男
、
泰
山
三
郎
は
別
格
の
扱
い
で
あ
っ
て
、
彼
の
み
は
五
代
・

氷
盤
の
長
享
四
（
九
三
三
）
年
に
威
雄
大
将
軍
の
封
号
を
得
、
真
宗
封
禅
に
伴
う
賜
号
に
お
い
て
は
柄
霊
公
を
与
え
ら
れ
た
。
金
代
の
碑
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
「
独
り
至
聖
燗
霊
の
祠
の
み
在
在
に
建
立
す
る
者
は
何
ぞ
や
。
」
と
あ
る
よ
う
に
独
立
し
た
信
仰
と
し
て
も
各
地
に
広
ま
っ
て
い
た
。
元
符
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二
（
～
〇
九
九
）
年
に
泰
山
三
郎
以
外
の
東
嶽
大
帝
の
息
子
た
ち
に
も
料
亭
が
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
際
「
其
の
余
の
諸
子
並
び
に
名
爵
無
し
。

　
　
　
　
　
　
⑦

故
に
是
の
詔
有
り
」
と
雷
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
諸
子
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
の
も
面
白
い
。
ま
た
東
嶽
大
帝
の
娘
と
し

て
明
代
以
降
絶
大
な
信
仰
を
集
め
る
に
至
る
碧
霞
母
君
（
泰
山
娘
娘
）
も
起
源
は
定
か
で
は
な
い
が
宋
代
以
降
に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

⑧
る
。　

東
嶽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
で
東
砂
大
帝
の
家
族
以
外
で
も
っ
と
も
権
威
を
有
し
て
い
た
の
が
雀
府
君
で
あ
る
。
宋
代
以
降
の
崔
府
慰
信
仰
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
て
は
す
で
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
た
め
改
め
て
詳
論
は
し
な
い
が
、
東
嶽
と
の
関
係
を
述
べ
た
史
料
を
見
て
み
る
と
、
先
に
挙
げ
た
「
大
胆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

国
析
州
定
嚢
県
蒙
山
郷
東
覆
社
新
建
東
嶽
廟
碑
銘
」
に
、

　
　
其
の
廟
正
殿
三
間
、
天
斉
仁
聖
帝
、
兼
ね
て
真
君
三
郎
、
罷
府
認
を
回
す
。

と
あ
る
よ
う
に
正
殿
の
な
か
に
東
嶽
大
帝
、
泰
山
三
郎
と
並
ん
で
崔
府
君
が
祭
ら
れ
、
宋
初
の
段
階
で
す
で
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
元
来
は
河
北
地
方
の
地
域
的
信
仰
で
あ
っ
た
崔
府
君
は
、
小
論
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
属
す
る
こ
と
で
東
嶽
と
と
も
に
広
ま
っ
た
と
さ
れ
、
大

定
二
二
（
＝
八
七
）
年
の
「
淳
化
県
門
修
岱
嶽
廟
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
城
の
東
北
、
山
の
険
に
依
り
、
謬
論
府
君
祠
、
後
人
易
え
て
東
土
廟
と

　
⑪
為
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
来
崔
府
君
祠
で
あ
っ
た
廟
が
富
嶽
廟
に
改
変
さ
れ
た
例
も
あ
る
な
ど
東
嶽
大
帝
と
崔
亡
君
の
関
係
は
深
く
、
そ

の
主
従
関
係
も
明
確
で
あ
る
。
金
代
の
華
北
で
崔
府
君
を
南
国
治
下
に
あ
る
南
嶽
の
代
理
と
見
な
し
、
「
地
響
」
と
称
さ
れ
た
の
も
東
嶽
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

密
接
な
関
係
ゆ
え
で
あ
る
。
一
方
江
南
で
も
南
宋
初
期
に
高
宗
の
危
地
を
救
う
霊
験
を
発
揮
し
た
こ
と
か
ら
非
常
な
尊
崇
を
得
た
が
、
常
幣
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

福
山
鎮
や
長
髪
州
の
東
嶽
廟
に
も
「
護
国
西
斉
王
殿
」
、
「
西
斉
王
殿
」
が
確
認
さ
れ
る
。
高
橋
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
少
な
く
と
も
元
代
に
は
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

南
も
含
め
通
例
と
し
て
東
丁
霊
に
崔
府
君
廟
が
併
肥
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
江
南
で
は
あ
く
ま
で
も
事
態
の
付
属
神
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
亜
嶽
」
と
し
て
五
嶽
に
匹
敵
す
る
地
位
は
得
な
か
っ
た
。

　
一
方
江
南
の
東
嶽
廟
で
は
ま
た
異
な
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。
鵬
翼
の
東
嶽
廟
で
は
、

　
　
其
の
殿
下
に
佐
神
有
り
、
暑
し
て
美
號
を
封
じ
、
協
英
璽
顯
安
鎮
忠
五
悪
と
日
う
。
其
の
黙
黙
は
劉
、
父
子
倶
に
神
と
為
り
、
璽
顯
聖
慮
し
、
人
皆
な
帰
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宋元時代の東嶽廟（水越）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
依
す
。
五
月
二
十
九
日
誕
日
、
諸
社
獄
送
す
る
は
、
亦
た
復
た
是
の
如
し
。

と
し
て
、
東
漸
附
属
の
神
と
し
て
劉
父
子
の
信
仰
が
あ
り
、
「
協
英
婬
顯
安
鎮
忠
恵
王
」
な
る
立
派
な
封
号
を
得
て
い
た
。
劉
父
子
の
由
来
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

不
明
だ
が
江
南
で
広
く
普
及
す
る
劉
姓
神
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
黄
山
で
は
歯
間
大
藩
廟
に
東
宿
神
が
祭
ら
れ
て
か
ら
黄
山
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

監
は
東
酒
盃
に
「
寓
食
」
す
る
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
東
嶽
の
権
威
が
土
地
神
を
接
収
し
た
例
だ
が
、
地
域
社
会
の
方
で
も
土
地

神
を
東
嶽
信
仰
に
融
合
さ
せ
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
元
末
の
福
山
鎮
東
嶽
廟
で
は
、

　
　
伍
ほ
若
干
檀
を
為
し
て
以
て
福
濟
李
侯
王
を
祠
る
。
國
家
の
漕
海
運
、
萬
里
鯨
波
し
、
惟
だ
天
応
の
み
是
れ
頼
る
を
以
て
、
裳
に
廟
の
左
に
即
き
て
、
天

　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
妃
宮
を
作
る
。

と
あ
り
、
東
嶽
廟
に
福
濟
李
侯
王
・
天
妃
の
二
神
が
併
せ
祭
ら
れ
て
い
た
。
福
濟
李
笹
島
な
る
神
格
は
不
詳
だ
が
、
濱
島
敦
俊
氏
が
考
察
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

蘇
州
常
熟
県
の
土
神
「
李
逸
出
」
と
同
一
か
、
関
連
の
深
い
信
仰
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
元
代
に
国
家
か
ら
非
常
な
尊
崇
を
受
け
て
い
た
天
妃
も

こ
こ
で
は
東
嶽
に
寄
り
添
う
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
江
南
の
東
玉
髄
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
「
外
様
」
と
も
言
え
る
土
地
神
を
包
含
す
る
形
で
七
十

五
司
以
上
に
さ
ら
に
拡
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
最
低
時
代
の
東
面
大
帝
は
多
く
の
神
々
を
従
え
、
ま
た
各
地
の
土
地
神
を
傘
下
に
収
め
る
と
い
う
形
態
で
権
威
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。
城
隆
神
も
含
め
て
急
速
に
東
嶽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
組
織
化
が
進
ん
だ
背
景
に
は
、
宋
代
に
お
け
る
撞
鐘
神
の
入
格
神
化
と
賜
額
・
賜
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
る
個
々
の
信
仰
へ
の
権
威
付
け
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
ま
た
現
実
の
皇
帝
と
官
僚
の
関
係
が
反
映
さ
れ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
状
況
は
東
嶽
信
仰
が
中
心
的
な
信
仰
に
な
る
の
に
有
利
に
働
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

第
二
節
　
「
朝
嶽
」
と
「
東
嶽
聖
誕
」

全
国
各
地
に
東
嶽
廟
が
建
て
ら
れ
、
東
嶽
神
が
人
格
神
化
さ
れ
る
な
か
で
、
東
嶽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
形
成
と
と
も
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き
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⑫

た
の
が
東
嶽
大
帝
の
誕
生
日
、
「
東
嶽
聖
誕
」
の
祭
礼
で
あ
る
。
東
嶽
聖
誕
の
祭
礼
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も

五
嶽
に
参
詣
す
る
こ
と
は
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
『
長
編
』
巻
五
四
「
威
平
六
（
一
〇
Ω
二
）
年
四
月
丙
寅
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
詔
す
ら
く
、
民
の
嶽
を
祠
る
者
、
今
よ
り
冬
営
、
断
章
徽
、
茜
鞍
伯
を
造
り
、
及
び
社
衆
を
糾
し
兵
を
執
る
を
得
ず
。

と
し
て
分
不
相
応
、
ま
た
社
会
不
安
を
招
く
祭
礼
を
禁
じ
て
お
り
、
天
聖
五
（
一
〇
二
七
）
年
に
も
「
朝
嶽
」
あ
る
い
は
「
上
嶽
」
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

同
様
の
詔
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
車
代
を
通
じ
て
た
び
た
び
禁
令
が
出
て
い
る
。
東
嶽
聖
誕
の
日
が
は
っ
き
り
史
料
に
現
れ
る
の
は
北
宋
期
の
逸

話
を
載
せ
た
撰
者
不
詳
の
『
道
山
清
話
』
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
撰
者
の
祖
父
が
嘉
祐
八
（
一
〇
六
三
）
年
三
月
二
十
八
日
に
た
ま
た
ま
東
駅

廟
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
盛
大
な
儀
衛
の
行
列
を
目
撃
し
た
が
、
こ
れ
が
仁
愛
崩
御
に
束
嶽
大
帝
が
立
ち
会
っ
た
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ

る
が
、
そ
こ
で
は
、

　
　
嘗
て
祖
父
の
言
を
聞
く
に
、
毎
歳
三
月
二
十
八
日
、
四
方
の
入
泰
山
東
嶽
の
洞
下
に
集
ま
り
、
こ
れ
を
朝
拝
と
謂
う
。

と
述
べ
る
。
ま
た
北
宋
後
期
の
書
『
括
異
志
』
に
は
泰
山
本
廟
の
話
と
し
て
、
治
平
三
（
一
〇
六
六
）
年
の
三
月
間
「
天
下
の
神
を
奉
る
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

悉
く
奇
器
珍
玩
を
持
し
て
来
献
」
し
た
と
い
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
北
宋
中
期
以
前
に
泰
山
本
廟
で
は
大
規
模
な
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
東
嶽
廟
の
普
及
と
と
も
に
「
東
嶽
聖
誕
」
の
風
習
も
広
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
南
宋
以
降
の
江
南
の
記
事
が
多
く
見
ら

れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
ず
首
都
の
臨
安
で
は
『
夢
学
士
』
巻
二
「
三
月
・
二
十
八
日
東
嶽
聖
帝
聖
誕
」
に
、

　
　
三
月
工
十
八
日
、
乃
ち
春
思
天
齊
仁
聖
帝
聖
誕
の
日
、
其
の
神
、
天
下
人
民
の
生
死
を
掌
り
、
諸
郡
邑
皆
な
行
宮
有
り
て
謝
罪
を
奉
ず
。
…
…
都
城
の
士

　
　
庶
、
仲
春
よ
り
下
灘
、
心
耳
を
答
・
饗
し
、
或
い
は
専
ら
信
香
を
蹴
ず
る
者
、
或
い
は
重
囚
帯
革
に
答
え
る
者
、
或
い
は
諸
行
鋪
戸
は
悪
果
名
花
を
獄
じ
、

　
　
精
巧
麺
食
も
て
呈
獄
す
る
者
、
或
い
は
僧
道
の
訥
繧
す
る
者
、
或
い
は
殿
鷹
に
就
き
て
法
音
を
翠
げ
講
を
上
げ
る
者
、
舟
車
道
路
、
絡
繹
と
し
て
往
來
し
、

　
　
日
と
し
て
こ
れ
無
き
な
し
。
又
た
有
算
者
、
呉
山
行
宮
に
お
い
て
繰
霊
鑑
幡
を
吟
じ
、
殿
前
に
聖
君
し
、
其
の
社
尤
も
盛
ん
な
り
。

と
見
え
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
老
若
男
女
が
集
う
一
大
行
事
で
あ
る
。
そ
し
て
各
々
の
方
法
で
東
嶽
に
参
詣
し
供
物
を
献
上
し
て
い
た
。
『
夢
梁
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宋元時代の東嶽廟（水越）

録
』
の
歳
時
の
記
事
は
北
宋
の
『
東
京
夢
載
録
』
と
一
致
す
る
点
が
か
な
り
見
ら
れ
る
が
、
東
嶽
聖
誕
の
記
事
は
『
夢
梁
録
』
に
独
自
の
も
の

で
あ
り
、
南
宋
以
降
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
臨
安
以
外
で
は
例
え
ば
江
西
衛
州
で
は
『
宋
五
聖
輯
稿
』
「
刑
法
ニ
ー
一
四
七
」
に
は

紹
興
三
（
二
三
三
）
年
の
記
事
と
し
て
、

　
　
詔
書
神
祠
、
気
象
雄
偉
に
し
て
、
州
人
嶽
神
の
生
日
に
遇
う
毎
に
、
人
戸
連
日
聚
賢
し
て
杵
島
迎
引
し
、
其
の
服
飾
儀
物
は
、
大
野
悟
修
た
り
。

と
あ
り
、
ま
た
紹
興
府
で
は
『
夷
堅
丙
志
』
巻
一
七
「
沈
見
鬼
」
に
、

　
　
島
人
諸
鐵
の
東
嶽
廟
を
奉
ず
る
こ
と
甚
だ
謹
に
し
て
、
三
月
二
十
八
日
天
鼓
帝
の
君
朝
ご
と
に
、
合
せ
て
数
郡
の
言
霊
の
人
置
な
落
下
に
集
ま
る
。

と
あ
る
。
ま
た
福
建
の
例
で
言
え
ば
、
『
淳
煕
三
山
志
』
巻
四
〇
「
土
俗
二
二
」
の
歳
時
の
な
か
に
三
月
二
十
八
日
に
「
東
笠
窪
香
」
の
項
目

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
潭
州
で
は
陳
淳
『
北
渓
大
全
集
』
巻
四
七
の
「
上
露
寺
立
論
淫
祀
」
に
あ
る
よ
う
に
、

　
　
三
月
二
十
七
日
を
以
て
嶽
生
の
辰
と
為
す
者
は
、
又
た
何
に
か
拠
る
と
為
さ
ん
。
両
論
の
男
女
混
雑
し
、
昼
夜
を
徹
し
て
こ
れ
に
朝
礼
し
、
以
て
嶽
廟
に

　
　
会
し
て
入
門
す
れ
ば
則
ち
群
潤
し
、
亡
者
の
為
に
祈
哀
し
、
以
て
陰
府
繰
維
の
脱
慶
と
為
す
と
謂
う
。
侍
者
亦
た
慰
め
他
日
の
祈
と
為
し
、
こ
れ
を
朝
生

　
　
嶽
と
謂
う
。
州
に
州
嶽
有
り
、
近
城
の
民
朝
会
す
。
邑
に
邑
嶽
有
り
、
環
邑
の
民
謡
会
す
。

夜
を
徹
し
て
祭
礼
が
続
い
た
り
、
集
ま
っ
た
群
衆
が
死
者
の
た
め
に
哀
斐
す
る
な
ど
、
異
常
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
東

面
聖
誕
の
祭
礼
は
揚
州
、
紹
興
、
福
州
、
豆
州
と
南
宋
支
配
下
の
各
地
に
見
ら
れ
、
三
月
二
十
八
日
前
後
で
～
致
し
て
い
る
。
ま
た
信
者
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
に
も
「
百
戯
」
や
「
伎
術
」
な
ど
芸
能
人
が
多
く
集
ま
り
、
祭
礼
の
商
業
化
の
側
面
を
物
語
る
。

　
東
嶽
聖
誕
の
祭
礼
に
は
「
無
韻
」
や
そ
れ
に
類
す
る
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
『
道
山
磁
化
』
で
は
「
朝
拝
」
、
「
上
趙
寺
丞
論
淫
祀
」
で
は

「
朝
生
」
・
「
朝
会
」
の
語
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
至
正
毘
山
郡
志
』
巻
一
「
風
俗
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
三
月
旦
よ
り
、
争
い
て
嶽
祠
に
朝
す
。
…
…
其
れ
嶽
に
朝
す
る
者
、
比
屋
挙
家
、
歳
ご
と
に
畳
替
の
福
山
に
往
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
て
「
血
紅
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
「
朝
嶽
」
は
『
尚
書
』
の
「
方
嶽
に
朝
す
る
」
に
由
来
し
、
原
義
的
に
は
五
聖
い
ず
れ
に
も
通
用
し
、

先
に
見
た
宋
初
の
「
祠
嶽
」
の
禁
令
も
東
嶽
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
実
際
に
東
根
以
外
の
他
の
四
嶽
に
「
朝
嶽
」
や
そ
れ
に
類
す
る
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語
が
使
わ
れ
た
例
は
少
な
く
、
ま
た
東
宝
参
詣
の
ご
と
き
大
き
な
社
会
現
象
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
く
に
東
嶽
聖
誕
の
日
付
ま
で
定
着
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

北
宋
中
期
以
降
「
朝
嶽
」
は
も
っ
ぱ
ら
東
嶽
へ
の
参
詣
を
指
す
雷
葉
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
元
代
に
は
「
朝
嶽
」
も
一
層
盛
ん
に
な
っ
た
と
見
え
、
『
析
津
志
輯
侠
』
で
は
、
大
都
百
事
門
外
の
長
坐
廟
で
は
東
回
聖
辰
の
祭
礼
が
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
る
。
泰
山
本
葺
に
「
百
万
余
人
」
と
称
す
る
人
が
集
ま
り
、
子
供
を
火
の
中
に
投
ず
る
な
ど
過
激
な

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
為
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
元
中
に
も
東
嶽
聖
誕
の
場
面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
泰
山
本
廟
は
と
も
か
く
、
大
都
の

場
合
、
祭
礼
が
行
わ
れ
た
斉
化
門
外
の
東
漸
廟
は
正
一
教
が
教
団
の
出
先
機
関
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
江
南
の
風
習
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　
宋
代
以
降
の
東
嶽
信
仰
は
全
国
的
に
東
下
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
神
々
と
三
月
二
十
八
日
の
「
朝
嶽
」
と
い
う
祭
礼
を
共
有
し
て
い
た
。
国
家
の
潤

典
に
お
け
る
枢
要
な
信
仰
と
民
間
に
浸
透
し
た
信
仰
の
両
面
の
性
質
を
見
せ
た
の
だ
が
、
社
会
事
象
と
し
て
は
徐
々
に
民
間
の
祭
祀
の
華
美
や

過
激
さ
が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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①
0
訂
く
き
聞
し
・
賢
臣
。
工
具
愚
．
無
計
酒
井
忠
夫
前
掲
「
太
山
信
綿
の
研
究
」
、
澤

　
田
瑞
穂
前
掲
『
修
訂
地
獄
変
輪
、
劉
慧
『
泰
山
宗
教
研
究
㎞
（
文
物
出
版
社
、
一
九

　
九
四
年
）
呂
継
祥
「
東
嶽
大
帝
信
仰
的
演
変
及
文
化
内
酒
」
（
『
中
国
民
間
文
化
睡

　
一
六
、
　
～
九
九
四
年
中
な
ど
参
照
。

②
七
十
二
司
、
七
十
四
司
、
七
十
六
司
の
場
合
も
あ
る
。

③
顧
頷
剛
「
東
嶽
廟
七
十
二
司
」
（
欄
北
京
大
学
歌
謡
週
刊
騙
五
〇
、
一
九
二
四

　
年
）
、
「
東
嶽
廟
遊
記
」
（
剛
北
京
大
学
歌
謡
週
刊
一
六
～
、
一
九
二
四
年
）
、
小
柳

　
司
氣
太
『
白
雲
観
志
　
附
東
橘
廟
宇
』
（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三

　
四
年
）
、
O
o
。
騨
8
r
＞
8
⑦
ω
’
奉
嘗
闇
§
船
装
ミ
磯
ぎ
紺
駄
§
肉
§
ミ
、
日

　
竈
罫
中
野
α
q
o
巻
　
窓
。
目
露
鶏
冨
ω
①
噌
ざ
餌
．
し
り
忠
．
趙
迅
肉
醤
嶽
廟
概
述
」
（
糊
北

　
京
文
博
毎
　
一
九
九
七
年
第
陽
期
）
、
陳
空
士
「
北
京
東
嶽
廟
七
十
六
罰
概
述
」

　
（
噸
中
国
道
教
』
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）
な
ど
参
照
。

④
吉
田
隆
英
「
崔
子
玉
と
嶽
府
君
信
仰
」
（
『
集
刊
東
洋
学
撫
二
九
、
一
九
七
三

　
年
）
、
高
橋
文
治
前
掲
「
崔
府
君
を
め
ぐ
っ
て
」
。
磯
部
彰
『
中
国
地
方
謡
初
探
』

　
（
多
賀
出
版
、
一
九
九
二
年
）
第
三
章
第
一
節
「
河
北
の
地
方
劇
」
。

⑤
森
三
樹
三
郎
「
支
那
の
神
々
の
官
僚
的
性
格
」
（
『
支
那
学
隔
＝
i
一
、
一
九

　
四
三
年
）
、
澤
田
瑞
穂
前
掲
『
修
訂
地
獄
変
臨
。
早
田
充
宏
前
掲
「
城
下
神
信
仰
の

　
変
遷
に
つ
い
て
扁
、
北
田
英
人
「
～
～
六
世
紀
に
お
け
る
土
地
神
生
成
の
諸
相
」

　
（
『
中
－
園
阿
史
瀞
ナ
騙
⊥
ハ
、
　
一
九
九
⊥
ハ
年
）
。

⑥
『
金
文
最
臨
巻
七
六
「
重
常
呂
四
王
廟
碑
」
。

⑦
『
長
編
㎞
巻
五
一
四
「
元
符
二
年
八
月
庚
辰
」
。

⑧
碧
霞
元
君
信
佛
に
関
し
て
は
萢
恩
君
「
論
碧
霞
碧
雲
信
仰
」
（
『
中
国
道
教
』
一

　
九
九
五
年
第
二
期
）
、
劉
守
華
「
論
碧
霞
元
霜
形
象
的
演
化
及
其
文
化
全
章
」
（
劉

　
錫
誠
主
編
『
妙
峰
山
・
世
紀
之
交
的
中
国
軍
俗
流
変
㎏
中
国
城
市
出
版
社
、
一
九
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九
六
年
）
、
刑
莉
「
碧
霞
元
君
－
道
教
的
女
神
」
（
『
中
国
道
教
駈
　
一
九
九
八
年

　
第
三
期
）
な
ど
参
照
。

⑨
高
橋
文
治
前
掲
「
崔
府
君
を
め
ぐ
っ
て
扁
。

⑩
明
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
ご
｝
。

⑪
　
　
㎎
金
石
葦
編
一
巻
｝
五
⊥
ハ
。

⑫
呪
元
遺
山
集
』
巻
三
二
「
二
又
君
廟
記
」
。

⑬
牌
琴
川
上
』
巻
；
；
重
星
福
山
嶽
誤
記
」
、
『
両
漸
金
石
志
』
巻
一
五
「
元
長

　
興
国
修
建
東
黒
鼠
富
碑
」
。

⑭
高
橋
文
治
前
掲
「
嶽
府
君
を
め
ぐ
っ
て
」
。

⑮
澤
田
瑞
穂
前
掲
㎎
修
訂
地
獄
変
』
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
東
嶽
大
帝
が
帯
び
て
い

　
た
泰
山
府
君
の
性
格
は
、
東
嶽
に
対
す
る
国
家
の
瞭
崇
と
と
も
に
雀
府
君
に
引
き

　
継
が
れ
た
と
す
る
。

⑯
『
夢
梁
録
㎞
巻
二
「
三
月
・
二
十
八
日
東
嶽
聖
帝
聖
誕
」
。

⑰
濱
島
敦
俊
「
江
南
劉
姓
神
雑
考
扁
（
糊
待
兼
山
論
叢
・
史
学
編
』
二
四
、
一
九
九

　
〇
年
）
。

⑱
『
入
蜀
記
㎞
拳
；
乾
道
六
年
七
月
十
五
日
し
。

　
　
遊
黄
山
東
嶽
廟
広
福
寺
、
遂
登
凌
燈
台
。
嶽
同
素
宇
頗
盛
。
本
田
之
黄
山
大
監

　
　
廟
。
大
監
者
不
知
何
神
、
蓋
淫
祠
也
。
而
大
監
反
寓
食
鷹
下
。

⑲
『
僑
呉
集
恥
辱
九
「
福
山
東
霊
廟
興
造
記
」
。

⑳
　
拠
出
敦
俊
明
総
管
信
仰
一
近
世
江
南
農
村
社
会
と
民
間
信
仰
臨
（
研
文
出
版
、

　
二
〇
〇
～
年
）
第
～
章
第
二
節
。

⑳
　
申
出
裕
一
「
道
教
と
年
中
行
事
」
（
蝿
道
教
』
2
、
平
河
出
版
社
、
一
九
八
三

　
年
）
、
高
橋
文
治
前
掲
「
雀
荘
君
を
め
ぐ
っ
て
駄
。

⑫
　
東
嶽
大
帝
の
誕
生
日
に
つ
い
て
史
料
上
呼
び
方
は
様
々
あ
る
。
こ
こ
で
は
王
景

　
琳
・
松
薪
・
前
編
『
中
国
民
間
信
仰
風
俗
辞
典
臨
（
中
国
文
藝
出
版
公
司
、
一
九
九

　
二
年
）
の
項
譲
に
あ
る
「
東
嶽
聖
誕
」
の
語
で
統
一
し
た
。
『
洪
武
蘇
州
府
志
㎞

　
巻
｝
五
「
祠
側
扁
の
東
嶽
行
祠
の
項
に
は
三
月
二
十
八
日
の
東
嶽
聖
誕
の
祭
礼
は

　
東
嶽
神
が
帝
号
を
付
与
さ
れ
た
日
と
あ
る
。
こ
れ
は
噸
長
編
』
∴
宋
大
詔
令
集
』

　
か
ら
見
れ
ば
事
実
と
異
な
る
が
、
こ
う
し
た
俗
説
も
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
　
　
『
宋
△
瓜
要
輪
「
剛
刑
法
二
「
一
⊥
ハ
」
Q

⑳
　
　
明
括
異
志
㎞
巻
四
「
張
太
傅
し
。

⑳
　
田
仲
一
成
『
中
国
祭
祀
演
劇
研
究
隔
第
一
篇
第
㎝
章
「
社
祭
儀
礼
の
芸
能
化
」

　
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
｝
九
八
一
年
）
。

⑳
　
同
じ
箆
山
県
の
地
方
誌
で
南
宋
末
に
遡
る
魍
玉
峰
志
』
巻
上
「
風
俗
」
に
「
自

　
三
月
旦
、
争
往
嶽
祠
。
｝
と
あ
る
が
、
「
朝
嶽
｝
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。

⑳
㎎
尚
轡
睡
「
周
官
偏
。

⑳
　
例
え
ば
戴
復
古
『
石
屏
詩
集
臨
巻
五
「
獄
中
扁

　
　
一
跨
無
情
度
碧
湘
、
行
行
不
脱
水
雲
郷
。
旗
亭
少
飲
村
雲
薄
、
田
舎
新
炊
晩
稻

　
　
香
。
籍
鼓
遠
來
朝
嶽
去
、
包
籠
争
猷
赴
虚
忙
。
塗
入
有
慨
黄
居
士
、
十
載
看
経

　
　
不
下
堂
。

　
の
「
朝
嶽
」
の
例
で
は
南
嶽
を
指
し
て
い
る
。

⑳
　
　
『
析
津
志
輯
侠
㎞
「
綱
嘲
　
儀
祭
」

　
　
毎
歳
自
三
月
起
、
焼
香
者
干
害
。
歪
三
月
焼
香
酬
福
者
、
日
盛
一
田
。
比
及
廿

　
　
日
以
後
、
道
塗
男
人
□
口
饗
願
填
塞
。
廿
八
日
、
斉
化
門
内
外
居
民
、
成
以
水

　
　
流
道
以
迎
御
香
。

⑳
　
　
『
元
典
章
紬
巻
五
七
「
刑
部
・
雑
禁
・
黒
黒
醗
捨
身
焼
死
豊
漁
」

　
　
皇
慶
二
年
正
月
　
臼
、
福
建
廉
訪
露
承
奉
行
台
、
准
御
史
台
沓
、
承
奉
中
書
省

　
　
勧
付
、
呈
、
拠
山
東
東
西
道
廉
訪
司
申
、
本
道
県
内
、
有
太
山
東
嶽
、
已
有
皇

　
　
朝
頒
降
祀
典
、
歳
時
配
置
、
殊
非
細
罠
早
漬
記
事
。
今
士
農
工
商
、
至
於
走

　
　
卒
・
相
撲
・
俳
優
・
娼
妓
之
徒
、
墨
譜
曝
露
、
毎
至
三
月
、
豊
山
祈
福
饗
還
口

　
　
願
、
廃
棄
生
理
、
聚
敏
愚
物
・
金
銀
・
器
皿
・
鞍
馬
・
衣
服
・
疋
段
、
不
以
遠

　
　
近
、
四
方
輻
湊
、
百
万
余
人
、
連
日
薄
闇
。
近
為
劉
信
酬
願
、
将
伊
三
歳
痩
男
、

　
　
抱
投
出
自
火
池
、
以
致
傷
残
骨
肉
、
滅
絶
天
理
、
聚
衆
法
生
余
事
。
（
以
下
略
）
。

⑳
楽
調
華
・
史
衛
民
前
掲
門
中
国
風
俗
通
史
・
元
代
巻
転
（
上
海
文
芸
出
版
社
、

93 （709）



二
〇
〇
一
年
）
策
九
章
第
二
節
「
東
嶽
崇
拝
」
。

第
四
章
　
宋
一
兀
代
の
東
嶽
廟
の
祭
祀
組
織
と
社
会
構
造

94　（710）

第
㎜
節
江
南
地
域
の
東
嶽
祭
祀
組
織

　
前
章
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
東
薄
薄
は
数
的
な
拡
大
、
そ
の
背
景
に
あ
る
国
家
か
ら
の
権
威
付
与
や
道
教
勢
力
の
関
与
に
よ
っ
て
地
域
社
会

で
絶
大
な
権
威
を
発
揮
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
実
際
の
末
端
に
お
け
る
支
持
層
・
祭
祀
組
織
を
考
え
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
宋
代
以
降
の
江
南
の
地
域
社
会
構
造
に
つ
い
て
は
、
G
・
W
・
ス
キ
ナ
ー
氏
に
よ
る
市
場
の
階
層
的
構
成
の
議
論
を
発
展
さ
せ
た
斯
波
義
信

氏
が
州
城
の
下
に
「
県
城
－
郷
村
」
の
行
政
中
心
地
の
系
統
と
別
に
、
主
に
江
南
を
中
心
に
叢
生
し
た
市
鎮
を
核
と
し
た
「
市
女
－
郷
村
」
の

経
済
原
理
に
よ
る
中
心
地
系
統
が
登
場
し
た
モ
デ
ル
を
想
定
し
、
上
級
の
市
場
匪
州
城
と
郷
村
と
の
結
節
点
と
し
て
県
城
・
市
鎮
が
並
び
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

状
況
が
現
出
し
た
と
す
る
。
斯
波
氏
の
説
に
従
え
ば
州
城
レ
ベ
ル
以
下
で
は
行
政
と
経
済
の
中
心
地
系
統
が
分
離
す
る
ケ
ー
ス
が
起
き
る
た
め
、

県
城
に
あ
る
祠
廟
と
市
鎮
に
あ
る
祠
廟
と
の
役
割
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
磐
城
の
申
核
的
信
仰
と
し
て
城
聖
廟
の
台

頭
が
見
ら
れ
る
な
か
で
東
嶽
廟
が
市
鎮
で
果
た
し
た
役
割
も
別
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
江
南
の
州
県
城
の
東
聖
廟
と
市
鎮
の
東
嶽

廟
の
二
つ
の
類
型
を
想
定
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
南
宋
の
首
都
臨
安
の
状
況
を
見
て
み
る
。
『
夢
選
録
』
巻
一
九
「
社
会
」
の
記
事
を
挙
げ
る
と
、

　
　
正
月
初
九
日
の
玉
算
日
日
の
如
き
は
王
城
に
て
行
香
し
、
諸
富
室
は
承
天
閣
上
に
就
き
て
会
を
建
つ
。
…
…
三
月
二
十
八
日
は
東
嶽
誕
辰
。
四
月
初
六
日

　
　
は
城
陛
誕
辰
。
工
月
初
八
日
目
震
山
張
真
潮
聖
誕
。
四
月
初
八
日
は
諸
社
五
顕
王
慶
仏
会
に
朝
す
。
九
月
工
十
九
日
目
五
王
誕
辰
。
神
の
聖
誕
日
に
遇
う

　
　
ご
と
に
、
諸
行
市
戸
、
倶
に
社
会
有
り
て
迎
献
は
一
な
ら
ず
。

こ
こ
で
は
特
車
聖
誕
な
ど
臨
安
の
有
力
祠
廟
の
祭
礼
の
際
に
は
数
多
く
の
「
社
会
」
の
参
加
が
見
ら
れ
る
。
「
社
会
」
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
過
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去
の
膨
大
な
研
究
蓄
積
を
こ
こ
で
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
中
村
治
兵
衛
氏
は
宋
代
の
史
料
中
に
現
れ
る
「
社
会
」
は
「
社
」
と
「
会
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ほ
ぼ
同
義
の
二
語
を
併
せ
た
と
さ
れ
る
。
『
夢
耳
管
』
や
『
武
林
難
事
』
巻
三
「
社
会
」
に
は
「
社
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
劇
の
「
緋

式
社
」
や
懸
垂
の
「
斉
雲
社
」
な
ど
同
好
会
的
な
も
の
や
道
観
や
寺
院
の
組
織
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
臨
安
の

東
嶽
の
「
社
会
」
は
非
常
に
娯
楽
性
や
任
意
性
が
高
い
、
日
本
の
「
講
」
集
団
に
類
す
る
宗
教
サ
ー
ク
ル
的
集
団
を
熱
心
に
祭
礼
が
催
さ
れ
た

と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
社
会
」
と
東
嶽
の
関
係
に
つ
い
て
金
井
徳
幸
氏
は
、
古
代
の
社
の
祭
祀
に
起
源
し
、
宋
代
に
新
た
に
登
場
し
た
祠
廟
信

仰
で
あ
る
「
郷
社
－
村
社
」
系
統
の
信
仰
を
中
核
と
す
る
有
力
者
の
郷
村
支
配
構
造
の
な
か
で
、
絶
対
的
な
権
威
を
有
す
る
東
嶽
廟
は
郷
社
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
十
分
な
役
割
を
担
っ
た
と
推
測
す
る
が
、
濱
島
氏
に
よ
る
「
上
位
廟
」
と
し
て
の
東
灘
廟
の
性
格
と
合
わ
せ
考
え
る
と
そ
の
可
能
性
は
高

い
と
思
わ
れ
る
。
東
嶽
の
祭
礼
で
は
城
陛
神
同
様
、
「
出
巡
」
と
称
す
る
周
辺
郷
村
の
巡
圓
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
権
威
の
誇
示
と
秩
序
の
再
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

認
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
『
琴
川
志
』
に
は
福
山
鎮
東
素
直
に
つ
い
て
「
傍
郡
の
人
数
百
里
を
遠
し
と
せ
ず
、
社
火
を
結
び
、
舟
車
を
具
し
香
を
齎
し
右
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

信
軽
し
て
礼
敬
を
致
す
」
と
し
て
「
社
火
」
の
語
が
登
場
す
る
。
「
社
火
」
は
社
祭
に
伴
う
祭
祀
演
劇
を
意
味
す
る
が
、
趙
世
鍮
氏
は
「
社
火
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
「
社
会
」
は
語
源
的
に
同
じ
で
あ
り
、
意
味
的
に
も
区
別
な
い
と
す
る
。
例
え
ば
南
宋
末
期
の
有
力
祠
廟
で
あ
る
祠
山
顛
に
関
す
る
記
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
「
社
会
」
・
「
社
火
」
の
語
が
置
換
可
能
な
形
で
と
も
に
登
場
す
る
。
祠
山
廟
の
場
合
、
輪
番
制
の
社
首
が
毎
年
の
祭
祀
を
主
催
し
た
が
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

年
は
社
首
を
担
当
し
た
家
が
破
産
す
る
な
ど
の
弊
害
を
生
じ
た
。
館
山
廟
と
同
様
で
あ
っ
た
か
断
ず
る
材
料
が
な
い
が
、
以
上
を
総
合
す
れ
ば

江
南
の
東
嶽
廟
の
「
社
会
」
は
「
講
」
集
団
的
な
性
質
が
強
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
ま
た
『
夢
梁
録
』
に
は
祭
礼
の
際
、
同
業
組
合
で
あ
る
「
行
」
が
各
々
の
「
社
」
を
結
ん
だ
と
あ
り
、
具
体
的
に
は
七
宝
行
と
青
果
行
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
見
え
る
。
「
行
」
が
自
立
的
組
織
か
国
家
主
導
の
組
織
か
で
議
論
が
分
か
れ
る
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
同
業
団
体
と
い
う
点
で
異
論
は
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
元
代
の
延
祐
元
（
　
三
一
四
）
年
の
「
元
長
興
州
修
建
東
嶽
行
宮
碑
」
に
多
く
の
同
業
団
体
1
1
「
行
」
が
寄
進
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
経
済
史
研
究
の
上
で
は
か
ね
て
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
東
嶽
廟
改
修
の
寄
進
者
と
し
て
多
業
種
に
わ
た
る
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「
行
」
の
参
加
が
記
さ
れ
る
が
、
各
「
行
」
と
そ
の
寄
進
対
象
の
神
格
と
は
信
仰
上
特
段
の
関
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
都
城
荘
司

の
施
主
は
香
燭
行
、
龍
王
司
は
銀
行
、
速
報
司
は
玉
塵
行
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
先
の
『
夢
梁
録
』
の
七
宝
行
や
青
果
行
に
し
て
も
東
嶽
神

の
神
格
に
特
に
結
び
つ
く
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
民
圏
期
の
北
京
を
中
心
に
ギ
ル
ド
と
信
仰
の
関
係
を
論
じ
た
仁
井
田
陞
氏
が

特
定
の
ギ
ル
ド
と
の
関
係
の
希
薄
さ
か
ら
「
東
嶽
会
」
は
「
多
数
の
工
商
ギ
ル
ド
が
聯
合
し
て
催
す
盛
大
な
ギ
ル
ド
祭
典
で
あ
っ
た
。
」
と
述

　
　
　
⑬

べ
て
い
る
。
ま
た
膨
大
な
関
連
史
料
か
ら
職
業
と
特
定
神
格
と
の
関
係
を
考
証
し
た
輔
導
氏
の
研
究
に
お
い
て
も
、
数
百
に
及
ぶ
「
行
業
神
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
な
か
に
も
東
嶽
大
帝
そ
の
も
の
の
名
は
な
い
。
す
な
わ
ち
亭
亭
大
帝
は
何
ら
か
の
職
業
の
祖
師
と
な
る
こ
と
な
く
、
従
っ
て
固
定
的
な
支
持

層
を
持
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
こ
の
碑
文
に
は
従
来
注
目
さ
れ
た
「
行
」
以
外
に
も
様
々
な
人
々
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
細
身
・
同
知
以
下
地
方
官
の
ほ
か
に
白

雲
宗
教
団
が
参
加
し
て
い
る
。
白
雲
宗
は
純
粋
な
仏
教
教
団
と
い
う
よ
り
、
そ
の
広
大
な
寺
田
を
利
用
し
た
江
南
の
有
力
者
⊥
遊
民
の
蓄
財
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

段
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
平
倉
州
の
東
舞
廟
の
場
合
は
有
名
な
豪
民
の
朱
清
が
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
豪
民
な
ど
有
力
者
の
主

宰
す
る
東
嶽
廟
は
地
域
社
会
支
配
の
一
つ
の
拠
点
と
す
る
意
図
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
州
県
城
で
は
背
景
に
あ
る
国
家
の
権
威
や
東

嶽
大
帝
の
神
格
か
ら
考
え
て
も
容
易
に
行
政
中
心
地
系
統
の
支
配
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
行
政
の
影
響
が
薄
く
な
る
撃
茎
で

は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第
二
節
　
江
南
の
市
鎮
に
お
け
る
東
嶽
廟

　
尊
母
の
市
鎮
に
し
ば
し
ば
有
力
な
御
嶽
廟
が
存
在
し
た
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
例
え
ば
『
壁
梁
録
』
巻
二
「
三
月
・
二
十
八
日
東
嶽

聖
帝
聖
誕
」
に
は
こ
う
あ
る
。

　
　
杭
城
に
行
宮
な
る
者
五
有
り
、
呉
山
・
臨
平
・
湯
鎮
・
西
漢
・
嵐
山
の
如
き
は
其
の
香
火
を
奉
ず
。
唯
だ
湯
通
・
一
息
の
み
無
意
測
量
に
し
て
、
司
案
倶

　
　
に
全
き
な
り
。
呉
山
の
廟
は
驚
穀
の
下
に
居
り
、
人
姻
稠
密
に
し
て
、
以
て
開
拓
し
難
し
、
亦
た
勝
鶴
山
は
梵
富
農
の
一
小
殿
の
み
。



宋元時代の東嶽賜（水越）

す
な
わ
ち
臨
安
に
は
五
つ
の
東
町
廟
が
あ
っ
た
が
、
臨
安
の
有
力
な
祠
廟
が
集
中
す
る
「
宗
教
セ
ン
タ
ー
」
と
言
う
べ
き
呉
山
の
東
嶽
廟
は
人

口
密
集
地
で
も
あ
り
、
小
規
模
な
も
の
に
止
ま
り
、
反
対
に
近
郊
の
黒
蝿
・
臨
平
井
の
東
嶽
廟
は
「
殿
廉
廣
闊
に
し
て
、
若
潮
倶
に
全
き
な

り
」
と
し
て
む
し
ろ
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
も
激
高
鎮
や
新
莚
鎮
な
ど
県
城
を
上
溜
る
経
済
力
を
も
っ
た
市
鎮
に
も
北
黒
蓋
に
は
東
町
廟
が

建
設
さ
れ
て
い
た
が
、
恐
ら
く
は
県
城
の
東
嶽
廟
を
凌
駕
す
る
規
模
を
誇
っ
た
で
あ
ろ
う
。
新
興
の
江
南
市
鎮
に
お
い
て
東
芝
廟
が
隆
盛
し
た

の
は
な
ぜ
か
。
こ
こ
で
は
蘇
州
常
熟
県
福
山
鎮
の
東
畑
廟
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
福
山
鎮
の
東
嶽
瀬
は
す
で
に
何
度
か
言
及
し
た
が
、
泰
山
封
禅
の
約
四
十
年
後
の
至
和
年
間
（
一
〇
五
四
～
五
五
年
）
に
建
設
さ
れ
た
後
、
宋

元
時
代
に
三
つ
の
碑
文
が
あ
り
、
市
鎮
に
お
け
る
東
風
信
仰
の
一
例
と
し
て
追
跡
が
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
早
い
政
和
七
（
＝
～
七
）
年

の
記
録
で
あ
る
判
呉
郡
志
』
巻
＝
二
「
祠
馬
下
」
所
載
の
「
重
修
嶽
廟
記
」
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
四
方
万
里
、
道
塗
を
以
て
労
と
為
さ
ず
、
往
き
て
祠
事
を
奉
ず
。
往
往
岱
嶽
を
規
模
し
、
立
て
て
別
廟
を
為
す
こ
と
多
き
も
、
然
れ
ど
も
未
だ
姑
蘇
の
福

　
　
山
よ
り
盛
ん
な
る
は
有
ら
ざ
る
な
り
。
福
山
廟
、
経
に
早
撃
の
申
に
始
ま
り
、
六
十
年
に
垂
ん
と
す
。
楼
殿
門
廊
、
拝
び
に
諸
三
舎
、
鋭
然
と
し
て
輪
奥

　
　
す
。
江
准
閲
興
、
水
浮
陸
行
せ
る
者
、
各
の
其
の
有
る
所
よ
り
、
以
て
歳
時
来
享
の
誠
を
数
す
。
上
は
天
子
の
万
寿
を
祝
し
、
且
つ
以
て
豊
年
を
祈
り
、

　
　
以
て
後
に
其
の
家
を
保
つ
、
凡
そ
求
め
有
れ
ば
必
ず
濤
る
。
率
ね
類
を
以
て
至
り
、
号
し
て
会
杜
と
唱
う
。
篇
鼓
の
音
、
値
い
道
に
属
し
、
幾
千
万
人
か

　
　
知
ら
ず
、
太
山
に
之
く
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
福
山
に
之
く
。
…
…
父
老
云
え
ら
く
、
金
め
祀
る
の
日
、
幅
画
の
潮
水
に
乗
り
て
至
る
有
り
、
乃
ち
嶽
神

　
　
の
像
な
り
。
居
民
こ
れ
を
得
て
、
欽
審
し
て
信
を
加
う
。

こ
こ
で
は
北
宋
末
に
は
す
で
に
福
山
鎮
の
繁
栄
ぶ
り
が
抜
き
ん
出
て
お
り
、
「
江
涯
閾
輿
」
の
各
地
か
ら
信
者
が
参
詣
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

⑰る
。
ま
た
人
々
は
何
ら
か
の
仲
間
関
係
を
も
と
に
「
会
社
」
と
号
す
る
集
団
を
形
成
し
て
参
詣
し
た
と
す
る
。
史
料
上
に
「
会
社
」
の
用
例
は

少
な
い
が
、
福
山
浮
言
薫
習
に
見
ら
れ
た
「
会
社
」
も
「
会
」
と
「
社
」
の
合
成
語
と
し
て
「
社
会
」
と
同
じ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
金
井

氏
は
福
山
鎮
東
嶽
廟
の
場
合
は
遠
隔
地
か
ら
蟻
集
し
た
の
に
対
し
、
同
じ
市
鎮
の
東
平
廟
で
も
激
浦
鎮
で
、
「
毎
歳
暮
春
、
諸
郷
民
社
豊
稔
を

　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

祈
求
す
。
」
と
あ
る
の
は
周
辺
地
域
の
霊
廟
が
担
が
れ
て
参
集
し
た
も
の
と
し
て
区
別
す
る
が
、
豊
年
を
祈
る
の
は
福
山
鎮
で
も
見
ら
れ
た
光
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景
で
あ
り
、
む
し
ろ
城
陛
神
な
ど
と
同
様
、
一
地
域
の
中
核
的
信
仰
と
し
て
農
業
神
的
な
性
格
も
包
含
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
政
和
七
年
の
廟
記
に
よ
る
と
、
土
地
の
父
老
の
言
と
し
て
「
嶽
神
」
の
絵
が
漂
着
し
た
こ
と
か
ら
信
仰
が
始
ま
っ
た
と
い
う
逸
話
が
記

載
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
逸
話
は
祠
廟
建
設
の
際
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
福
山
で
の
東
嶽
廟
創
建
に
公
権
力
へ
の
言
及
は
な
く
、

自
然
発
生
的
な
信
仰
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
が
紹
興
三
（
＝
三
三
）
年
の
『
琴
川
西
』
巻
一
三
所
載
「
重
修
福
山
嶽
叢
記
」
で
は
、

　
　
知
県
面
構
公
、
剛
明
清
慎
、
至
誠
有
格
に
し
て
、
民
営
を
與
え
る
を
楽
し
み
、
福
田
神
業
、
實
に
民
に
徳
に
し
て
、
こ
れ
に
報
い
る
に
虚
署
す
べ
か
ら
ず
、

　
　
宜
し
く
其
の
廟
に
即
き
て
、
弊
な
る
者
は
こ
れ
を
新
た
に
し
、
曇
れ
る
者
は
こ
れ
を
更
め
、
無
き
者
は
こ
れ
を
建
て
、
経
始
す
る
者
は
こ
れ
を
成
す
。
知

　
　
政
事
趨
公
、
敏
恵
簡
廉
に
し
て
、
事
に
遇
え
ば
韓
ち
辮
じ
て
日
わ
く
、
惟
う
に
爾
ら
神
有
り
之
を
質
し
て
労
に
在
り
、
敢
え
て
斯
の
役
を
怠
ら
ん
か
。

と
あ
り
、
東
嶽
廟
の
改
修
に
知
県
ら
の
積
極
的
な
関
与
が
見
ら
れ
る
。
知
政
事
趙
某
は
工
事
に
あ
た
っ
て
神
が
傍
ら
で
監
視
し
て
い
る
と
叱
咤

す
る
。
と
く
に
蘇
州
全
域
が
金
軍
の
攻
撃
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
直
後
で
あ
り
、
東
廊
廟
改
修
を
通
じ
て
地
方
官
の
求
心
力
圓
復
が
模
索

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
夷
堅
志
』
に
見
え
る
逸
話
に
も
福
山
東
道
廟
に
は
「
聖
廟
吏
」
や
そ
の
部
下
の
存
在
も
見
え
、
鬼
が
出
現
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

翌
日
に
早
速
県
丞
が
指
示
を
下
す
な
ど
、
地
方
官
に
よ
る
管
理
強
化
の
面
が
窺
わ
れ
る
。
二
百
年
以
上
下
っ
た
至
正
二
〇
（
　
三
六
〇
）
年
の

『
僑
呉
集
』
巻
九
「
福
山
東
嶽
廟
興
造
記
」
で
は
、

　
　
蓋
し
岱
宗
は
魯
に
在
り
、
福
山
は
則
ち
宋
の
京
畿
近
地
に
し
て
、
東
南
の
士
民
、
祠
下
に
奔
走
し
、
乞
露
祈
面
す
。
是
に
於
い
て
福
山
の
嶽
廟
、
遂
に
泰

　
　
百
行
祠
の
甲
と
為
る
。
…
…
猛
た
別
に
方
丈
の
室
を
建
て
、
以
て
司
廟
の
人
を
居
ら
し
む
。
又
た
富
鷹
若
干
檀
を
作
り
、
以
て
守
土
函
嶺
祀
の
日
に
待
す
。

と
し
て
元
仁
江
南
の
中
心
的
な
東
嶽
廟
と
目
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
「
官
鷹
」
を
設
け
て
地
方
富
の
祭
祀
に
備
え
る
な
ど
、
さ
ら
に
公
的
な
性

格
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
元
代
に
絶
大
な
権
威
を
誇
っ
た
天
妃
も
併
祀
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
一
連
の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
福
山
鎮
東
嶽
廟
は
ま
ず

民
間
に
よ
る
勧
請
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
れ
が
地
方
官
の
関
与
に
よ
っ
て
公
的
性
格
を
拡
大
す
る
過
程
が
読
み
取
れ
る
。
あ
る
い
は
湖
州
徳
鶴
居

の
大
鎮
で
あ
っ
た
新
市
鎮
の
場
合
は
、
崇
寧
年
間
に
郷
人
陳
佑
な
る
人
物
が
「
異
人
が
現
れ
る
」
と
の
予
言
を
信
じ
て
独
力
で
東
里
並
祠
の
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

設
を
志
し
た
が
道
半
ば
で
頓
挫
し
、
そ
の
後
地
元
の
有
力
者
と
思
し
き
数
人
の
力
で
完
成
を
見
て
い
る
。
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⑳

　
墨
形
の
市
鎮
に
独
自
の
土
地
神
廟
が
官
民
共
同
の
も
と
に
建
設
さ
れ
、
市
鎮
の
人
々
に
浸
透
し
権
威
を
持
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

　
般
の
土
地
神
と
異
な
り
、
東
嶽
神
は
土
地
神
の
上
位
に
立
つ
性
格
や
最
上
位
の
草
隠
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
押
し
立
て
る
こ
と

は
帯
鎮
周
辺
の
郷
村
へ
の
影
響
力
の
点
で
公
権
力
の
支
配
を
印
象
づ
け
、
市
鎮
の
支
配
者
層
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
都
合
の
よ
い
神
も
な
い
。
つ

ま
り
新
興
の
市
鎮
に
東
雲
廟
が
次
々
と
建
て
ら
れ
た
背
景
に
は
、
東
嶽
廟
勧
請
に
伴
う
中
央
と
の
結
び
つ
き
や
、
自
前
の
有
力
な
土
地
神
が
な

い
場
合
で
も
人
々
が
求
め
る
神
の
権
威
を
す
ぐ
提
供
し
う
る
と
い
う
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
経
済
的
に
見
れ
ば
、
各
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
東
社
聖
誕
の
祭
礼
は
地
域
社
会
に
お
け
る
最
大
規
模
の
廟
市
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
集
客

力
か
ら
来
る
経
済
効
果
も
莫
大
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
経
済
中
心
地
た
る
市
鎮
で
は
五
聖
の
発
展
と
市
鎮
の
成
長
は
相
即
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
東
園
廟
に
よ
る
土
地
神
の
支
配
は
そ
の
ま
ま
市
鎮
に
よ
る
周
辺
郷
村
の
経
済
的
支
配
の
構
図
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

第
三
節
　
筆
北
の
東
嶽
廟
の
祭
祀
組
織

宋元時代の東嶽廟（水越）

　
こ
こ
ま
で
江
南
の
状
況
を
見
て
き
た
が
、
泰
山
本
廟
の
存
在
か
ら
も
華
北
が
信
仰
圏
の
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
『
宋

元
地
方
志
叢
書
』
を
初
め
史
料
的
に
江
南
に
偏
る
中
で
一
三
一
の
黒
黒
廟
の
う
ち
五
一
が
華
北
に
属
し
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
か
え
っ
て
華
北

で
の
普
及
度
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
祭
祀
の
実
情
を
伝
え
る
史
料
は
少
な
く
、
た
と
え
ば
『
東
京
夢
華
墨
』
に
も
開
封
に
お
け
る

崔
府
君
や
二
郎
神
の
祭
礼
は
述
べ
る
が
、
東
嶽
の
祭
礼
に
は
奮
及
し
な
い
。
『
警
世
志
輯
侠
』
に
は
元
代
大
都
の
東
嶽
聖
誕
の
光
景
が
か
な
り

詳
細
に
描
か
れ
、
南
宋
臨
安
の
祭
礼
と
同
様
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
焼
香
に
集
ま
る
人
々
は
「
士
庶
官
員
、
諸
色
の
婦

⑳人
」
な
ど
と
書
か
れ
る
だ
け
で
臨
安
の
「
社
会
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
組
織
的
な
祭
礼
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
突
出
し
た
大
都
市
以
外
の

東
嶽
廟
に
関
す
る
史
料
は
石
刻
史
料
が
中
心
と
な
る
た
め
、
断
片
的
に
な
り
や
す
い
が
、
一
方
で
郷
村
部
で
の
祭
祀
の
実
態
を
示
す
場
合
が
多

い
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
碑
文
の
記
述
か
ら
祭
祀
組
織
の
特
徴
を
検
討
し
て
み
る
。

　
宋
初
の
大
中
祥
符
九
（
一
〇
｛
六
）
年
の
山
西
折
州
の
碑
文
の
な
か
で
、
「
社
長
、
太
原
郡
都
市
・
呂
二
等
三
十
人
有
り
、
同
に
至
誠
を
発
し
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⑳

て
廟
を
建
つ
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
あ
る
い
は
天
禧
五
（
一
〇
一
＝
）
年
の
河
北
の
深
州
の
碑
文
に
は
「
大
い
に
聖
衆
を
率
い
、
公
是
の
廟
を

建
つ
。
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
社
官
」
・
「
社
長
」
・
「
社
政
」
・
「
社
録
」
と
い
っ
た
役
職
の
名
称
も
見
え
る
。
こ
の
二
つ
は
宋
初
の
ご
く
近
接
し

た
時
期
で
あ
り
、
東
嶽
廟
の
建
設
・
祭
罷
が
「
社
」
を
中
心
に
運
営
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
た
「
社
」
の
祭
祀
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

織
の
具
体
的
な
名
称
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
社
の
組
織
と
比
べ
て
も
大
き
く
異
な
ら
な
い
。

　
一
方
泰
山
か
ら
比
較
的
近
い
山
東
の
灘
州
で
は
『
民
国
灘
県
男
絵
撫
所
収
の
明
昌
三
（
＝
九
二
）
年
に
東
密
神
へ
の
香
炉
献
上
を
記
載
し

た
「
金
格
村
社
造
香
櫨
記
」
に
「
国
富
」
・
「
社
録
」
な
ど
同
様
な
名
称
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
民
国
灘
県
志
稿
』
の
至
元
二
八
（
「
二

九
～
）
年
の
「
大
元
国
重
修
東
嶽
行
宮
之
記
井
序
」
に
も
「
本
村
下
官
」
と
し
て
数
名
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

　
　
本
村
社
叢
揚
徳
春
、
孟
遽
店
三
宮
随
順
し
て
発
願
清
斎
し
、
両
社
の
誉
老
人
衆
を
偶
即
し
、
焚
香
撃
墜
し
、
請
う
に
三
田
に
し
て
雨
降
る
を
以
て
す
。
行

　
　
香
華
栄
村
に
至
り
、
百
戸
孫
興
有
り
て
管
斎
い
ま
だ
畢
わ
ら
ざ
る
に
、
随
即
に
期
に
応
じ
て
油
然
と
し
て
雲
を
暑
し
、
耳
掛
と
し
て
甘
樹
し
て
足
り
る
。

と
あ
る
よ
う
に
｝
つ
の
東
嶽
行
宮
に
複
数
の
村
落
が
連
帯
し
て
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
。
至
元
三
｝
（
一
二
九
四
）
年
、
河
南
新
郷
県
の
「
重
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

病
苦
廟
記
」
で
も
「
富
村
人
格
義
南
、
尚
村
羅
徳
」
の
共
同
に
よ
っ
て
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
社
」
は
金
元
代
に
は
最
末
端
の
行
政
単
位

　
　
⑳

で
あ
り
、
碑
文
に
登
場
す
る
「
社
」
に
よ
る
祭
祀
・
廊
廟
建
設
は
行
政
系
統
に
よ
る
実
施
と
い
う
義
務
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
一
方
で
二
代
以
来
の
名
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
宗
教
的
な
組
織
の
性
格
を
考
慮
し
な
い
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
「
社
」
の
性
格
は
多

面
的
で
あ
っ
て
結
論
は
出
て
い
な
い
が
、
華
北
の
東
燃
祭
祀
が
講
集
団
に
せ
よ
村
落
組
織
に
せ
よ
相
当
に
組
織
立
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
、
つ
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
華
北
と
江
南
で
東
嶽
の
神
格
や
祭
礼
は
共
通
し
て
い
た
と
は
い
え
、
江
南
の
東
嶽
廟
が
商
人
を
含
む
不
特
定
多

数
の
信
者
を
集
め
た
場
合
が
少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
華
北
で
は
限
定
的
な
地
域
で
地
方
官
と
行
政
単
位
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な
祭
祀
組
織

を
維
持
し
、
一
つ
の
東
面
廟
が
持
つ
信
仰
圏
も
小
さ
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
江
南
で
は
祠
廟
信
仰
の
霊
験
の
強
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
経
済
効
果
に
直
結
す
る
な
ど
祠
廟
の
経
済
性
が
注
目
さ
れ
た
の
に
対
し
、
華
北
で
は
唐
荏
の
経
済
力
や
集
客
力
を
伝
え
る
記
事
は
少
な
い
。

100　（716）



例
え
ば
江
南
の
「
朝
嶽
」
祭
礼
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
百
工
」
・
「
伎
術
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
重
要
性
を
増
し
て
く
る
の
は
明
清
時
代
以
降
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
っ
た
人
々
の
参
加
は
見
え
な
い
。
華
北
に
お
い
て
廟
会
・
魚
市

宋
元
時
代
に
は
華
北
の
東
嶽
廟
も
商
人
の
関
与
す
る
部
分
は
少
な
か

宋元時代の東嶽廟（水越）

①
の
宏
舅
㊦
戸
ρ
ヨ
臣
遷
り
．
、
鑑
震
冨
尋
α
Q
9
巳
G
。
。
。
巨
ω
酔
門
¢
。
葺
⑦
ぎ
野
邑

　
O
窪
ロ
鋤
．
．
し
》
5
ω
■
＜
o
冨
膳
曽
賭
9
ド
N
ω
二
一
Φ
①
÷
①
α
．
邦
訳
ム
7
井
清
一
・
中
村
哲

　
夫
・
原
田
良
雄
噸
中
国
農
村
の
市
場
・
社
会
構
造
聴
（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
九

　
年
）
。

②
斯
波
義
信
「
社
会
と
経
済
の
環
境
」
（
『
三
族
の
世
界
史
5
漢
民
族
と
中
国
社

　
会
睡
山
川
出
版
社
、
｝
九
八
三
年
）
、
同
氏
噸
中
国
都
市
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

　
二
〇
〇
二
年
）
、
本
田
治
「
宋
代
の
地
方
流
通
組
織
と
鎮
市
」
（
噸
立
命
館
文
学
隔

　
五
〇
〇
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

③
有
高
巌
「
支
那
に
於
け
る
地
方
自
治
の
由
来
i
特
に
社
制
の
起
源
と
発
達
と

　
に
就
て
一
」
（
『
史
潮
』
一
1
一
、
一
九
三
一
年
）
、
中
村
治
兵
衛
門
宋
代
広
徳

　
軍
祠
山
廟
の
牛
祭
に
つ
い
て
一
聖
代
「
社
会
」
の
一
事
例
と
し
て
一
」
（
馴
史

　
淵
』
一
〇
九
、
一
九
七
二
年
、
の
ち
咽
中
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
軸
心
水
書

　
房
、
一
九
九
二
年
所
収
）
な
ど
。

④
金
井
徳
幸
前
掲
「
南
宋
の
市
鎮
と
東
嶽
廟
」
。

⑤
「
城
縷
出
塁
」
に
つ
い
て
は
中
村
裕
一
注
7
3
前
掲
論
文
、
龍
山
有
・
王
賢
森
注

　
2
前
掲
書
策
七
難
「
憧
奪
還
願
“
三
巡
会
”
i
機
工
信
仰
透
析
払
子
」
参
照
。

　
東
嶽
の
出
巡
に
つ
い
て
宋
元
代
の
史
料
は
な
い
が
、
ω
眠
昌
Φ
び
号
ら
蹄
も
．
ω
。
。
、

　
鄭
振
満
「
神
廟
祭
典
与
社
区
発
展
模
式
一
藍
田
江
口
平
原
的
例
証
」
（
『
史
林
臨

　
一
九
九
五
年
第
～
期
）
、
あ
る
い
は
各
地
の
文
史
資
料
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。
田

　
仲
一
成
、
中
村
治
兵
衛
前
掲
論
文
な
ど
で
南
二
期
の
史
料
で
は
「
社
会
」
を
利
用

　
し
た
有
力
者
や
無
頼
の
横
暴
な
ど
強
圧
的
な
面
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
　
㎎
琴
川
志
』
巻
一
〇
「
叙
綱
」
。

⑦
趙
世
鍮
門
明
清
華
北
的
社
与
島
火
」
（
『
狂
歓
与
日
常
－
明
清
以
来
的
廟
会
与

　
毘
問
社
会
臨
生
活
・
読
書
・
新
知
三
野
書
店
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
。

⑧
『
妊
娠
B
抄
㎞
巻
七
四
「
申
諸
司
乞
禁
社
会
状
」
。

⑨
中
村
治
兵
衛
龍
掲
「
宋
代
広
徳
軍
祠
山
廟
の
牛
祭
に
つ
い
て
」
。

⑩
宮
澤
知
之
「
宋
代
の
行
」
（
『
二
代
中
国
の
国
家
と
経
済
』
創
文
社
、
一
九
九
八

　
年
所
収
）
の
研
究
史
整
理
参
照
。

⑪
隅
両
漸
金
石
志
』
巻
～
五
。

⑫
加
藤
繁
「
唐
宋
時
代
の
商
人
組
合
門
行
」
を
論
じ
て
清
代
の
会
館
に
及
ぶ
」

　
（
咽
支
那
経
済
史
考
証
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
二
年
所
収
）
。

⑬
仁
井
田
陞
㎎
中
国
の
社
会
と
ギ
ル
ド
腕
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
）
第
一
部

　
門
北
京
工
商
ギ
ル
ド
」
第
五
章
「
ギ
ル
ド
の
構
成
と
組
織
」
。

⑭
李
喬
明
行
業
神
学
七
一
中
国
民
衆
軍
神
運
動
研
究
瞼
（
申
国
文
聯
出
版
社
、

　
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑮
竺
沙
雅
章
門
漸
西
の
道
民
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史
研
究
腕
三
六
－
三
、
｝
九
七

　
七
年
）
、
コ
兀
朝
の
江
南
支
配
と
白
雲
宗
」
（
『
仏
教
史
学
会
三
十
周
年
記
念
論
集
㎞
、

　
～
九
八
○
年
、
と
も
に
の
ち
㎎
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
㎞
同
朋
舎
、
　
九
八
二
年

　
所
収
）
。

⑯
　
　
『
嘉
靖
太
倉
語
志
㎞
巻
帯
。
ま
た
竺
沙
雅
章
前
掲
「
元
朝
の
江
南
支
配
と
白
雲

　
宗
」
で
は
、
朱
清
一
族
が
東
嶽
廟
の
ほ
か
に
城
瞠
廟
や
天
鷺
宮
、
多
く
の
寺
院
の

　
建
設
に
関
わ
た
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。

⑰
魍
至
正
箆
山
郡
志
』
の
朝
嶽
の
項
で
も
「
歳
ご
と
に
常
熟
の
福
山
に
往
く
」
と

　
あ
る
。
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⑱
『
常
業
激
水
志
臨
巻
五
「
学
校
・
寺
廟
偏
。

⑲
金
井
徳
幸
前
掲
「
南
宋
の
市
鎮
と
東
嶽
廟
」
。

⑳
『
夷
堅
支
乙
蜘
巻
二
「
大
梵
隠
語
」
。

⑳
　
正
徳
『
仙
潭
志
』
巻
五
「
大
宋
湖
州
府
徳
清
県
新
市
鎮
新
建
東
嶽
行
宮
記
」
。

　
ま
た
図
磐
ω
Φ
ダ
無
蓋
唱
b
ヒ
。
山
一
①
参
照
Q

⑫
須
江
隆
「
唐
宋
期
に
お
け
る
祠
廟
の
廟
額
・
封
号
の
下
賜
に
つ
い
て
」
（
噸
中
国

　
－
社
会
と
文
化
㎞
九
、
一
九
九
四
年
）
、
前
村
佳
幸
「
烏
青
田
の
内
部
構
造
」
（
宋

　
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
七
集
噛
宋
代
人
の
認
識
－
相
互
性
と
日
常
空
間
睡
汲

　
古
書
院
、
二
〇
〇
　
年
）
。

⑳
）
前
掲
拙
稿
「
宋
代
講
会
と
綱
廟
信
仰
の
展
開
」
。

⑳
　
　
『
析
津
志
輯
侠
』
門
祠
廟
　
嶽
廟
」
。

㊧
　
　
『
山
右
石
刻
叢
編
蜘
巻
一
二
「
大
型
国
骨
量
定
嚢
県
蒙
山
郷
東
中
社
新
建
東
嶽

　
廟
碑
銘
」
。

⑳
　
　
「
唐
代
の
社
畠
に
就
き
て
」
（
㎎
史
林
撫
二
三
一
二
～
四
、
一
九
三
八
年
）
「
仏

　
教
信
仰
に
基
き
て
組
織
せ
ら
れ
た
る
中
雑
輩
五
代
の
社
畠
に
就
き
て
」
（
『
史
林
㎞

　
二
四
一
三
，
四
、
～
九
一
二
九
年
）
、
竺
沙
雅
章
「
敦
爆
出
土
「
社
」
文
書
の
研
究
」

　
（
注
⑯
前
掲
書
所
収
）
。

⑳
　
欄
深
州
風
土
記
勧
巻
＝
門
宋
天
帝
五
年
東
路
廟
導
管
碑
陰
題
名
」
。

⑳
　
　
噸
民
国
灘
県
志
稿
』
巻
三
九
。

⑲
　
　
『
乾
隆
新
郷
県
志
睡
巻
二
四
。

⑳
　
井
ノ
崎
隆
興
「
元
代
『
社
制
㎞
の
政
治
的
考
察
扁
（
噸
東
洋
史
研
究
隔
一
五
－
一
、

　
一
九
五
六
年
）
、
劉
浦
江
「
金
代
戸
籍
制
度
劉
論
」
（
『
遼
金
史
論
函
遼
寧
大
学
出

　
版
社
、
一
九
九
九
年
所
収
）
な
ど
参
照
。

⑳
　
前
掲
拙
稿
「
宋
代
社
会
と
祠
廟
信
仰
の
展
開
」
。

⑫
　
趙
世
鍮
「
明
清
時
期
江
南
廟
会
与
華
北
廟
会
之
比
較
」
（
前
掲
『
狂
歓
与
日
常
㎞

　
所
収
）
。

⑳
　
宋
一
7
5
時
代
の
華
北
に
は
郷
村
部
に
多
く
の
東
嶽
廟
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

　
趙
世
喩
前
掲
書
『
狂
歓
封
目
常
紬
に
よ
れ
ば
明
清
時
代
に
東
嶽
廟
は
都
市
部
に
は

　
見
ら
れ
た
が
、
農
村
部
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
明
清
時
期

　
の
地
方
志
か
ら
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
民
国
時
期
以
降
の
現
地
調
査
の
中

　
で
李
景
漢
『
定
県
社
会
概
況
調
査
畑
（
中
華
平
民
教
育
促
進
会
、
　
一
九
三
一
二
年
）

　
の
河
北
省
定
県
の
調
査
で
は
全
八
五
七
鰯
の
う
ち
東
蔦
蔓
と
思
し
き
廟
は
「
天
斉

　
廟
」
が
一
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
W
・
A
・
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
（
寺
出
道
雄

　
訳
）
『
中
国
地
方
都
市
に
お
け
る
信
仰
の
実
態
－
宣
化
市
の
宗
教
建
造
物
全
調

　
査
1
一
』
（
五
月
書
房
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
北
京
近
郊
の
宣
化
市
の
信
仰
調

　
査
で
は
、
東
嶽
廟
は
都
市
部
で
一
廟
の
み
、
農
村
部
で
は
｝
つ
も
確
認
さ
れ
な
か

　
つ
た
。
あ
る
い
は
戦
前
の
㎎
華
北
農
村
慣
行
調
査
』
に
よ
る
鼻
取
調
査
で
も
東
嶽

　
廟
に
書
及
さ
れ
た
部
分
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
か
ら
見
れ
ば
清
末
か
ら
民
国
時

　
代
に
は
東
嶽
廟
の
農
村
へ
の
浸
透
度
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
東
嶽
フ

　
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
碧
霞
元
君
（
泰
山
娘
娘
）
・
五
道
将
軍
の
廟
の
多
さ
が
目
立
つ
。

　
明
清
時
代
以
降
の
華
北
で
は
東
嶽
の
配
下
が
農
村
に
浸
透
す
る
中
で
、
東
嶽
廟
そ

　
の
も
の
は
上
位
神
と
し
て
中
心
地
に
密
着
し
た
信
仰
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
推
測

　
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（718）102

む

す

び

騨

東
嶽
廟
は
中
国
史
上
に
お
け
る
全
国
的
信
仰
の
も
っ
と
も
早
い
例
で
あ
り
、
そ
の
拡
大
過
程
は
特
定
の
支
持
集
団
を
持
た
ず
に
全
国
に
展
開



宋元時代の東嶽廟（水越）

し
た
異
例
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
と
に
東
銀
神
は
国
家
祭
祀
に
由
来
し
、
冥
界
の
支
配
者
と
し
て
諸
神
を
統
括
す
る
性
格
を
有
す
る
神
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
絶
大
な
求
心
力
を
持
っ
て
い
た
。
国
家
の
祠
廟
秩
序
の
最
高
峰
に
あ
る
東
面
廟
は
多
く
の
場
合
地
域
社
会
で
も
最
上
位
の
祠
廟
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
①

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
朱
代
以
降
徐
々
に
面
構
廟
が
そ
の
地
位
を
脅
か
し
た
。
州
県
城
に
城
陛
廟
を
置
く
の
が
通
例
と
な
る
の
と
同
時
期
に
、

江
南
の
市
鎮
に
し
ば
し
ば
有
力
な
東
雷
電
が
出
現
し
た
の
は
、
経
済
中
心
地
系
統
の
重
鎮
に
お
け
る
東
湯
釜
が
行
政
中
心
地
系
統
の
州
県
に
お

け
る
城
隆
廟
に
匹
敵
す
る
求
心
力
を
持
つ
神
と
し
て
期
待
さ
れ
、
積
極
的
に
勧
請
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
南
宋
以
降
の
江
南
に
お
い
て

祠
廟
の
盛
衰
が
激
化
す
る
な
か
東
女
の
権
威
は
抜
群
の
安
定
性
を
有
し
た
こ
と
も
要
因
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
祠
廟
の
権
威
は
政
治
的
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
み
な
ら
ず
経
済
的
に
も
重
要
な
影
響
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
～
方
華
北
で
は
祠
廟
信
仰
と
経
済
の
関
係
が
依
然
と
し
て
希

薄
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
泰
山
や
大
都
を
除
け
ば
至
っ
て
堅
実
な
祭
礼
が
展
開
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
明
代
に
入
っ
て
東
嶽
信
仰
に
訪
れ
た
転
機
を
展
望
す
る
こ
と
で
本
稿
を
終
え
た
い
。
明
の
洪
武
初
年
に
行
わ
れ
た
礼
制
に
関
す
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

連
の
改
革
の
中
で
城
下
廟
を
国
家
祭
祀
に
加
え
、
全
国
一
律
に
建
設
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
渦
中
で
以
下
の
事
件
も
起
こ
っ
た
。

『
明
太
祖
実
録
』
「
洪
武
三
年
九
月
戊
子
」
に
は
こ
う
あ
る
。

　
　
京
師
城
陛
廟
成
る
。
初
め
城
陳
の
薔
祠
卑
腔
な
り
。
卜
し
て
門
地
営
築
せ
し
む
。
既
に
し
て
中
書
省
臣
及
び
陶
凱
、
東
嶽
行
祠
を
以
て
改
め
て
廟
と
為
す

　
　
を
請
う
。
上
こ
れ
を
可
と
す
。

す
な
わ
ち
京
師
の
心
意
廟
の
敷
地
が
狭
い
た
め
に
、
東
血
行
祠
の
土
地
を
城
陛
廟
に
充
て
た
と
い
う
。
東
嶽
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
宋

元
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
『
聖
誕
箆
山
県
志
』
巻
～
五
に
載
せ
ら
れ
た
「
箆
山
県
公
館
記
」
に
は
、

　
　
嶽
神
は
帝
王
の
留
置
を
具
し
、
儀
衛
は
華
都
な
り
、
両
廉
の
肖
俗
は
所
謂
地
獄
の
鬼
物
に
し
て
、
狸
揮
に
し
て
肥
る
べ
し
、
民
甚
だ
惑
う
。
毎
歳
春
三
月
、

　
　
愚
夫
婦
業
を
投
じ
て
香
火
を
奉
ず
る
者
、
累
旬
街
巷
鎭
委
し
、
行
く
能
わ
ざ
る
に
至
る
。

と
東
嶽
信
仰
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
の
み
な
ら
ず
破
殿
さ
れ
て
県
の
公
館
に
改
変
さ
れ
た
。
毘
山
県
は
宋
代
以
来
東
嶽
信
仰
の
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
は
す
で
に
見
た
が
、
東
嶽
神
の
稲
対
的
な
権
威
低
下
を
象
徴
す
る
事
件
と
言
え
る
。
ま
た
濱
島
敦
俊
氏
の
一
連
の
研
究
で
は
、
明
代
後
期
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以
降
、
濱
島
氏
が
着
目
し
た
の
は
市
鎮
に
あ
る
上
位
廟
に
対
し
て
下
位
廟
で
あ
る
周
辺
農
村
の
土
地
廟
が
紙
銭
を
納
め
る
「
解
銭
糧
」
の
風
習

で
あ
る
。
濱
難
解
が
引
用
し
た
史
料
で
は
明
末
ご
ろ
に
江
南
各
地
の
市
鎮
に
登
場
し
た
鎮
城
地
廟
と
と
も
に
東
嶽
廟
が
「
解
銭
糧
」
の
対
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
っ
た
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
明
末
に
は
城
楼
神
と
代
替
可
能
な
地
域
社
会
の
神
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
明
江
南
で
は
州
県
だ
け
で
な
く
城
陛
神
が
一
定
領
域
を
管
轄
す
る
神
、
行
政
の
管
轄
範
囲
を
支
配
す
る
冥
界
の
行
政
官
の
性
格
を
明
確
に

し
、
同
時
に
領
域
内
の
人
々
の
善
行
・
悪
行
を
監
視
し
、
冥
界
の
裁
判
を
司
る
神
格
を
併
せ
持
つ
状
況
が
出
現
し
た
。
こ
の
際
に
東
嶽
神
と
城

陛
神
と
の
上
下
関
係
は
崩
壊
し
な
か
っ
た
が
、
城
陛
神
の
権
威
が
人
々
の
前
面
に
出
て
き
た
段
階
で
東
嶽
神
の
役
割
は
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
解
銭
糧
」
の
問
題
も
元
来
東
聖
廟
が
担
っ
た
役
割
を
選
奨
解
洗
に
明
け
渡
す
過
渡
期
の
現
象
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
だ
し
こ
の
構
図
を
裏
づ

け
、
祠
廟
信
仰
の
全
体
像
を
解
明
す
る
に
は
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
向
後
の
課
題
と
し
た
い
。

＠＠＠
小
島
毅
前
掲
「
城
陛
廟
制
度
の
成
立
」
。

前
掲
拙
稿
「
宋
代
理
会
と
祠
廟
信
仰
の
展
開
扁
。

濱
島
敦
俊
前
掲
「
明
清
江
南
城
陛
考
」
、
「
明
初
城
陸
考
」
、

小
島
毅
前
掲
「
城

　
隆
廟
制
度
の
成
立
」
、
8
陣
旨
。
斜
図
。
ヨ
①
嘱
P
．
・
ζ
ヨ
α
q
円
．
四
叉
ω
¢
9
0
傷
野
①
O
o
偏
ω
o
｛

　
夢
Φ
甫
臣
ω
き
傷
鑓
。
鋤
哉
．
ミ
薦
魯
ミ
ミ
博
く
。
一
画
一
㊤
唱
．
参
照
。

④
濱
島
敦
俊
前
掲
闘
総
管
信
仰
』
第
五
章
。
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【
附
記
】
　
本
稿
は
こ
〇
〇
二
年
八
月
二
二
日
の
宋
代
史
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
益
な
助
言
を
頂
い
た

方
々
に
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
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seigneurial　rights　as　wek，　such　as　military　requisition，　tolls，　obtigatory　usage　of　the

mill，　the　grape　presser　or　the　bread－cal〈ing　stove，　and　so　on．　For　this　reason，

fines　were　almost　the　only　puniskment　imposed，　and　fines　were　uRderstood　as　if

they　were　the　imposition　of　service　or　a　tax．

　　Finagy，　the　paper　examines　how　trials　were　carried　out　in　the　seigneurial

courts．　The　analysis　of　historical　sources　show　that　ordeals，　duels　and　purgatory

oaths　were　very　often　employed　and，　rnost　irnportantly，　judges　resorted　to　these

measures　from　a　strategic　point　of　view．

The　Belief　in　the　Eastern　Peak　God　in　the　Song　and　Yuan　Eras：

　　　　　　　　　　　　　　　A　Core　Belief　of　Local　Society

by

MIZuKOSHI　Tomo

　　The　role　of　temple－cults　MMpm　in　the　local　Chinese　society　has　been　a　continuous

point　of　contention　among　historians．　Some　have　focused　on　the　fact　that　durm’　g

the　Song　era，　many　temple－cults，　which　are　stM　extaRt，　first　appeared，　and　that　a

hierarchy　of　gods　was　created．　Other　historians　have　regarded　the　temple－cults

as　the　core　political　and　economical　institution　of　local　society　that　can　provide

jndispensable　Jmowiedge　of　Chinese　socjety．　As　regards　city－gods　iEk　5g＊ei，　which

are　recognized　as　the　most　important　of　the　temple　cults，　it　is　Roted　that　the　faith

in　protective　deiey　of　the　city　that　begun　in　the　Jiangnan江南spread　in　Song

times，　graduaRy　gained　an　othcial　character，　and　was　ultimately　estabfished　in　local

jurisdictions　where　it　was　protected　by　offcialdom　in　the　early　Ming．　Prior　to

this，　and　on　a　wider　scale，　belief血the　Eastern　Peak　God東嶽廟had　spread　to

local　communities　on　a　national　scale．　However，　the　social　role　of　the　temples　of

the　Eastern　Peak　God　had　seldom　been　addressed　until　quite　recently．　The

Eastem　Peak　God　is　both　an　essent呈al　element　of　faith　in　the　Five　Peaks五嶽and

a圭so　exercises　overwhelming　authority　as　a　ruler　of£he　rea㎞of　the　dead　冥界

according　£o　popular　legend．　As　the　faith　developed，　betief　in　the　Eastem　Peak

God　spread　from　the　pinnacle　of　narionaJ　rit－aJ　to　far　reaches　of　local　coiumunities．

　　The　above　is　aR　example　of　the　formation　of　a　hierarchicai　faith　that　spread　from
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the　margins　and　that　was　othcially　recognized　during　the　SoBg　era，　resulting　in　a

Rational　faith．　What　is　the　cause　and　meaniRg　of　this　sort　of　occurrence？　This

paper　considers　the　phenornenon　yelating　to　the　belief　of　the　Eastern　Peak　God　in

the　SoRg　and　Yuan　eras，　focusing　on　three　points：　expaRsion　of　the　sphere　of

belief，　personification　or　idolization　of　the　deity，　and　the　situation　in　local　regional

soclety．

　　1）　Expansion　of　the　sphere　of　beljef．

　　Relying　solely　on　the　historicai　records　of　tke　SoBg　and　Yuan　eras，　one　sees

that　nationwide　construction　of　the　temples　of　the　Eastern　Peak　God　occurred　on

a　large　scale　during　the　middle　of　the　11th　century．　Ternp｝es　without　any　Cljrect

relationship　to　Mounピrai泰山were　constructed　in　many　places　under　Southern

Song　Dynasty　rule．　The　EasterR　Peak　God　is　the　earliest　example　of　a　nationwide

god　in　Chinese　history，・aRd　the　process　of　tke　spread　of　the　faith　was　quite

exceptioRal，　particularly　because　there　was　no　specfic　group　supporting　it．

However，　despite　the　lack　of　a　specthc　organization，　the　religion　was　able　to

amass　support　across　a　wide　range　of　social　strata．　1　have　also　noted　that　othcial

local　gover㎜ent　ac臆y　and％ois毛re五gious　groups　contribu£ed　to　the　expansion

of　the　sphere　of　belief．

　　2）　Persor｝ification　of　the　deity

　　The　Eastern　Peal〈　faith　was　simiiar　to　other　temple－cults　of　the　day　in　that　the

Eastern　Peak　God　held　the　title　of　emperor　and　had　a　wife．　The　major　dfference

between　the　Eastem　Peak　religion　and　other　faiths　was　that　it　was　emphasized

that　the　god　originated　in　national　ritual　and　that　the　Eastern　Peak　God　iiiled　over

the　realm　of　the　dead　and　the　otker　gods　of　the　realm　of　the　dead．　Consequently，

the　Eastern　Peak　God　has　been　recognized　as　a　divinity　who　led　his　farnily　and

subordmate　gods，　and　as　a　god　who　would　occasionally　subsume　the　faiths　of

iocally　worshiped　gods．　Additionally，　many　people　visited　his　temples　annualiy　on

March　28，　which　had　come　to　be　considered　the　birthday　of　the　Eastern　Peak

God，　and　this　custom　also　began　to　be　observed　nationally　after　the　Southern－

Song　era．

　　3）　Tlte　situation　in　local　regional　society

　　In　the　Song　and　Yuan　eras，　the　temples　constructed　for　the　Eastern　Peak　God

were　often　considered　those　of　the　supreme　local　deity　in　a　community，　but　city－

gods　gradually　grew　to　threaten　the　status　of　the　Eastern　Peak　God．　One

possible　reason　for　occurrence　of　the　Eastern　Peak　God　is　exemplified　in　the

（761）



market　town　of　Jiangnan，　where　belief　in　a　city－god　was　fostered　by　the　heads　of

the　prefecture　arid　county　after　the　Song　era．　The　Eastern　Peak　God　was

expected　to　be　the　main　god　who　controiled　the　amhstration　of　the　markets　and

economic　centers，　thus　opposing　the　power　of　the　city－god．　ln　other　words，　the

Eastern　Peak　God　was　positively　seiected　as　the　main　faith　among　the　core　of　the

market　town．　On　the　other　hand，　in　North　China，　the　relationship　between

temp1e－cults　and　the　economy　remain　slight　as　before．　And　with　the　exception　of

the　large　temples　o圭the　Eastem　Peak　God　on　Mount－Tai　and　in　Da－du大都，　it

appears　that　the　strict　observance　of　reEgious　rituals　to　the　Eastern　Peak　God

continued　unabated．

　　　　　　　Poland　and　Lithuania　in　the　Napoleonic　Era：　Conceptions

of　the　State　in　the　General　Confederation　of　the　Polish　Kingdom　in　1812

by

KAJI　Sayaka

At　the　tirne　of　Napoleon’s　Russian　Campaign　in　1812，　the　former　Polish－

Lithuanian　state　attairied　the　opportunity　to　regain　its　independence．　On　June　28th

the　General　Confederation　of　the　Polish　1〈ingdom　was　organized　in　Warsaw　and

declared　the　restoration　of　the　Polish　Kingdom，　akhough　before　its　collapse

（1795），　the　Polish－Lithuanian　state　had　beeR　a　dual，　multiethnic　state　called　“the

Repubtic　of　the　Two　Nations．”　ln　the　Republic　the　nobtaty　had　sovereignty，　and，

whatever　tiheir　ethnicity，　all　the　nobhity　considered　themselves　Poles，　while　the

nobility　in　Lithuanla　on　the　other　hand　had　maintained　Lithuanian　national

consclousness．

　　The　purpose　of　this　article　is　to　consider　how　the　nobmaty　of　Poland　and

Lithuania　viewed　their　new　state．　Therefore　1　have　investiga£ed　not　only　the

documents　of　the　General　Confederation　of　the　Polish　Kingdom，　but　also　the

Lithuanian．　nobility’s　attitudes　toward　the　General　Confederation．　The　fellowing

points　have　beeR　revealed．　Fixst，　at　the　beginning　of　the　19th　century，　unlike　the

period　prior　to　lts　collapse，　the　nobillty　in　both　Poland　and　Lithuania　referred　to

the　unified　state　as　Poland　or　the　Polish　Kingdom，　not　as　the　Repubtic．　They
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